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匠｝ は じめ に 　オ
ール タ ナ テ ィ ヴ運動と は何か

（1） 訳語 　オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ Alternative の 辞書的 な意味 に は ，次 の 2 つ が あ る 。 （1｝2 つ の

とる べ き可能性を前 に した ，い ずれか一方の 選択 ，  既成 の 選択 に代 っ て ， 2 つ ま たは 多数の

可能性 の 中か ら， 1 つ を選ん で 対置す る こ と。 ｛1）で は ， 2 つ の 選択肢 は価値 と して は等価で あ

るが ，  で は既成の 選択肢は否定 され ，乗 り超え られ るべ き価値 と見 な されて い る 。 西独の み

な らず ，とりわけ先進資本主 義国 に広 ま っ て い るオ ール タ ナ テ ィ ヴ の 思想 は（2）iC基 い て い る 。

　 Alternative の 日 本語訳 と して は 次の よ うな語が あ て られ て きて い る。｛1）「社会 的 に み て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●　。　●　●　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔1｝

既成の 文学 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に た い し，rもうひ とつ の 文学 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン を志す 運動』」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●　 o 　 ●　 ・　　　　　　　　　　　　｛2，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

（傍点筆者 ，以下同 じ）（2）「オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ （代替社会） をめ ざす 」C3）「ケ ル ン に 花開 く対
。　。　。 

抗文化」。 〔2）と（3｝で は 「社会」，「文化」を も含め て 訳語 と して い る 。 （1）〜〔3）い ずれ に も共通 して

い る視点 は ，既成 の 文学 ，社会 ，文化が もつ 価値感 へ の 単 な る反対や抗議で は な く，こ れ らに

対置 され る新 しい 創造で あ る 。 オ ール タ ナ テ ィ ヴ の 運動 に 参加す る主体 か ら見 れ ば，社会参加

で あ る 。 私 は ， こ の 本稿に お い て は第
一に ．文化 ．社会 と い う個別 カ テ ゴ リーを 使わ な い で

い な が ら ，こ れ らを包 含 し，第二 に ，創造 と参加 を特 に意識 して 選ばれ た と思われ る 「対案実
　 【4）

現」 を適語 と考え る 。

（2）規定　 r草の 根運動の 現代的位相』 （高田昭彦） に な ら っ て ，オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ運動を 「各

自の 日常生活の 中か ら発想 され た問題 に対 して ，生活者 として の 個人 が自発 的に 参加 した社会
　 　 （5｝

運動 」 と規定 した い 。 以下 ，こ の 規定 を も とに ， オ
ー

ル タナ テ ィ ヴ運 動を ，運動形 成の 要素 ，

組織，参加者の 意識に 分け て叙述 した い 。

＊ 教
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圍　オ ー
ル タ ナ テ ィ ヴ運動形成 の 要素

（1）社会的契機　社会 的契機 と して は ，危機感 を抱か せ る事象の 発生 ，存在が あげ られ る 。 ド

イ ツ 史をふ り返れば社会民 主党は 1959年 11月 の ゴ ー
デ ス ベ ル グ基本綱領 に よ っ て ，党結成以 来 、

堅 持 は名 目だ け で ，実際は た て まえ と して の み残 して い た マ ル ク ス 主 義を捨 て ，「は っ き りと

体制 内存在」 へ と変る 。 重要産業の 国有化か ら市場経 済に依 拠す る 「可能な限 り の 競争」 へ
。

60年 に NATO の 肯定 。 66年 12月 ，保守二 党 と共 に連立政権 （保革大連合）を樹立 。 議会で は

保守二 党 と社民党の 中間に 位置す る最小勢力の 自民党 の み が野党 とな るが ，実質的 には ，批判

勢力を欠 い た ，「野党の い な い 議会」が続 く。
69年 9 月 ，大連合に 代わ り，社民党 一 自民党

の 連立政権 （プ ラ ン ト首相）が 成立 す る 。 こ の 連立政権下で ，原子力発電の 増設 ， ヒ ロ シ マ 型

原爆が 3 百万発世界中に蔓延 して い る時に ，更に加 え て 米新型核 ミサ イ ル ，パ ー
シ ン グ H・IOS

基 と巡航 ミ サ イ ル 96基 を配備す るNATO の 「二 重決議」 の 受 け入れが な され た 。 企業 の 重金

属たれ流 しが 容認 され ，「運河の 泥土 の なか に は ，ヒ トに枢 吐を伴 う下痢を誘発 し ，少量で も

微生物を 殺す銅が ，例え ば基準値 の 314倍 に も達 し………重度 の 神経障害 と麻痺 を惹 き起 こ す

水銀 は ，基準値を70倍 も上 ま っ て い る 。 ガ ン を発生 させ る ヒ 素は63倍 ，脳 と血行 に障害を与 え
　 　 　 　 　 　 　 　 ［61

る鉛 は32倍………
。 」 と い う環境汚染が広が っ た 。 核戦争の 危機 と全生態 系の 汚染 は ，運動の

社会的契機 を形成 した 。

  主 体的契機　 こ こ で は価値観 の 転換 と リ
ー

ダ
ー

の存在 と い う 2 点を挙げよ う。

  価値観 の 転換　戦争 と環境汚染の 危機 ，差別 と抑圧 とい う社会的事象を 乗 りこ え る対案を支

え る視座 は ，人間 と自然 と の 共生 ，人間 と人間 との 共生 と い う思想で あ る。こ の 思 想は西 欧思

想 一 「人 間に よ る自然 の抑圧」 とす る俗説 によ っ て 無視 され つ づ け て きた 。 人間 も全生態系の

一部で あ り，部分 は全体 と関連 し，結 びつ い て い る ，とす る エ コ ロ ジーの 思想 は ，地に 深 く沈

潜 し，遠 くギ リ シ ア 思 想か ら，中世 の 神秘主 義，フ ラ ン チ ェ ス コ 派 ，ス ピ ノ ザ ，ロ マ ン 主義 ，

ハ イ ネ，ゲー
テ ，フ ォ イ エ ル バ

ッ
ハ ，マ ル ク ス 主義 ，リル ケ ，シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ

ー
そ して ル ドル

フ ・シ ュ タ イナ
ー

ら に 脈々 と流 れ て い る。「エ コ ロ ジ ー ・平和
一

こ れ は生命を お びや か す あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔7〕

らゆる も の に対す る抵抗 を含め て ，生命を い つ くしむこ とで ある 。 」 こ の 章 で は ，エ コ ロ ジー ・

平和を基 に 1980 年 ，多種多様なオ
ール タナ テ ィ ヴ運動を統合 し，議会外住民運動 と議会 の 双 方

で 対案実 現を くりひ ろげて い る緑の 党 の 人 の 流れ に の み 着目して み よ う 。

　社民党 も保守二 覚 ，それ に 自民党 も経済成長 と国民総生産 の 増大を最優 先 させ る点 で 全 く変
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛8）
わ りは な い 。 「緊張緩和政策以 外 に 差異 は な い 」 た め に ，こ れ らの 政党 に エ コ ロ ジー ・平和 を

主 題 とす る価値観の 転換を求め る こ とは無意味で あ る 。 緑の 党 の 中に は ，自然 との 共生 ，人間

と人間 の 共生 を求め て 既成政党や 既成 グル
ー

プか ら訣別 して きた人 は多い 。 保守党 の キ リス ト

教社会同盟か らは ヘ ル ベ ル ト・グ ル
ー

ル が党創設者 の
一人 として参加。著書 r掠奪 され る惑星」

は ，75年 に 出版 され ， 2 年間で 20万部 が売れ ，ベ ス トセ ラ
ー

入 りを果 た した 。 現連 邦議会議員

ア ル フ レ
ー

ト・メ ヒ テ ル ス ハ イ マ
ー

は ，バ ー
デ ン ＝ ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク州で かつ て は保 守党の キ

リス ト教民主 同盟 員 。 社民党か らは か つ て 党代表の
一

人 ペ ー
トラ ・カ

ー
リ ン ・ケ リ

ー
。

バ ー
デ

ン ＝ ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク州議会議員を務 めた ハ
ーゼ ン ク レ ー

ヴ ァ
ー

は ，77年 に 社民覚が 原発政策

の 継続 を党 大会で 決議 した直後 ，党 に 脱党届をだ した 。 ブ レ ーメ ン 市緑 の 党 創立 者 の
一人 、

オ ラ
ー

フ ・ デ ィ ネ は社民 党 に訣別を し，初 め て エ コ ロ ジ ー
的政策 と，教条的左翼 との 相違を 理

論化 した 。 左翼グル ープか らは元 ド イ ツ 共産党 KPD の ヴ ィ ン フ レ ー ト ・ク レ ッ チ ュ マ ン や ，
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デ ィ
ータ ー ・ク ン ツ ェ ル マ ン ，共産主義者同盟 KB か らは ラ イ ナ ー ト ラ ン ペ ル ト， 卜一

マ ス エ ー

バ ー
マ ン 。 後の 2 人 の うち前者 は前党代表 ，後者は現党代表 の 1人で あ る。共に マ ル ク ス 主義

とエ コ ロ ジーの価値観の 統一に ，努めて い る。西独史上 初の 緑の 党と社民党 との 連立 政権下で ，

環境大 臣に 就任 した ヨ シ ュ カ ・
フ ィ ッ シ ャ

ーは ，フ ラ ン ク フ ル トの 非教 条左翼
“ Sponti ”

か

らエ コ ロ ジ ー・平和 の 価 値観 に共鳴 して緑の 党 に参加 した 。

　 人間 と自然 ，人間 と人間 との 共生をめ ざす棍座 は ，権力 の一点 へ の 集中や統 合を廃 し，分権

と各個人の 自立に よ る連帯をめ ざす 。
こ の 点で東欧の 現存す る社会主義も対案に はな りえ な い 。

東欧か ら参加 した入 々 に は ，チ ェ コ の 77年憲章の署 名者で あ る ミ ラ ン ・ホ ラ チ ェ クがい る 。 ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛9｝
た東独 ・ 社会主義統一党の エ リ

ー ト経済官僚で r社会主義 の 新た な展望』 を著 わ した た め に 8

年 の 刑後 ，国外追放 にな っ た ドル フ ・バ ー
ロ 。現在緑の 党を脱党 して は い るが ，エ コ ロ ジ

ー・

平 和を求め て 党創立 に加 わ っ た一人で あ る 。

　 こ うして保守二 党 ，社民党 ，左翼 ，東欧社会主義 の もつ 既成価値観か ら の 脱却が ，オ
ー

ル タ

ナテ ィ ヴ運 動 の 形成要素の
一

つ を成す 。 （囲を参照）

  リ
ーダーの 存在　60年代の 社会運動 は ，リ

ーダーが ，執行委員会 な り運動委員会 に加 わ っ て

リ
ー

ダ
ージ ッ プ を発 揮 したが ．70年代 の オ

ー
ル タ ナ テ ィ ヴ運 動で は ，委員会そ の もの が 存在 し

な い ケ
ース が 多い 。 リ

ーダーと運動体構成員 との 差 は ほ とん どな く， ヒ エ ラ ル ヒ ー
の 構 造を も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ae
た な い 。 リ

ーダー
は 2 人以上 い る場合が 多 く （「多頭的」 で あ る），固定化 され て い な い 。

團 　オ
ール タ ナ テ ィ ヴ運動 の 綿織

｛1）原理 　運動の 原理 は参加民主 主 義で あ り，分権，連合で ある 。 誰か に 自分の 意志を代行 し

て もらうこ とが多い既成の 運動は ，意志 ・思想 と行動 ・実践が 分離 しやす い 。 オ
ー

ル タナ テ ィ

ヴ運 動は こ う した分離 を避 け，思 想 と身体の 統一を 目ざす 。 参加者全員の 討議で ，決定 した事

項 は全員 の 参加 で 実現 して い く。 重視 される の は，決定す る こ とよ りも，決定 に 至 るプ ロ セ ス

で あ り t そ の プ ロ セ ス で の 各個人 の 意識 の 変革 と成長で あ る 。 誰 もが変わ りうる の だ ，とい う

プ ロ セ ス を大切 に す る 。 こ の 点で 緑 の 党は ，結論の で て い な い 党内の 論争点 に つ い て ，・そ の 対

立 の 論 旨をそ の まま綱領に も併記 す る。例え ば，刑法第218 条，い わ ゆ る妊娠 「中絶禁止」 条

項に関 して ，ザ
ー

ル ブ リュ ッ ケ ン 綱領 は次の よ うに 記 した 。 「妊娠中絶の 問題を 論ず る とき ，

緑 の 党はふ た つ の 根本 目標の 間で 矛盾 （傍点筆者）に陥 っ て しま う 。 つ ま り私た ちは
一

方では

男女の 完全な 自己決定を支持 しよ うと意 を固め て い る し，他方で は人間の い の ちは あ らゆる領
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 曲

域で 守 らね ばな らな い か らで ある 。 」 矛盾 は ，党 の 理 論 と運動 の 現在 の
一

到 達点 で あ る。他党

は こ う した緑の 党の 矛盾を指 し，瞹 昧で ある と批判す る 。 だが ，こ の よ うに 批判す る既成政党

は ，自身の 党内で 対立す る両論は あ た か も対立 して い な い か の よ うに 粉飾処理 を しが ち で あ る 。

　各オ
ー

ル タナ テ ィ ヴ運 動体が矛盾を湖 塗せ ず，対立点の どち らか を，上位の 機関に か け て 決着

す る こ とを 多 くの 場合 に避 け ，今後 の 運 動 と理 論の 発展 に ゆだね る姿勢は ，参加者 の 自発性 を

尊重す る こ とで あり，同時 に ，「自由 とは ，異 な る考え を もつ 者の 間 の 自由 で あ る」 （ロ
ー

ザ ・

ル ク セ ン ブ ル グ ）と い う自由観の 現実化 で もある 。

　 こ の よ うな 自由観 に 基 く運動体 は相互 に 影響 しあい ネ ッ トワ
ー

クを作 っ て い る 。 各運 動体が

ネ ッ ト ワ
ー

クの
一

部分であ り．自律 した組識で ある 。 こ う したオ ール タ ナ テ ィ ヴな運動体 の一

つ と して 連邦環境保護市民運動連盟 BBU を挙げ る こ とがで き る。
1972年創立 の こ の 運動体は ，
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「勇気 を も っ て もっ と民主主義を」 とい うプ ラ ン ト首相 の 発言の 実質化を 目標 に した 。 千を越

え る各地 の 組織 ，約30万人 が加盟 す るBBU で は ，各グ ル
ー

プ の 自主 性 と自立 性を保 障す るた

め に上か ら の 指導 ，操作 ，動員 は行 わ な い 。 各 グル
ープは ，互 い に 集中や集権を排 し，連合 を

基 に して い る 。

  大 きさ　 参加民主主 義 ，連 合，分権 を原理 的特徴 とす る各 グル
ー

プは ，構成 メ ン バ ー数が

膨張する と ，原理 そ の もの に 抵触 して くる 。 従 っ て 各 オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ運 動体は等身大を 目ざ

す 。 生 産者 と の 直接 の 流通 ル ー トを拡大 して い る グ ル ープ ，無農薬 ，有機農法の 野菜を 扱 う生

産者 　　消費者 グル
ー

プ 。 居住 共 同体を構成 す る メ ン バ ー。共 同経営 ・自主管理 を モ ッ ト
ー

に Reformnaus 自然食品の 店や リサ イ ク ル 運 動に 関わ る人 々
。 20万 入 以上 が こ う したオ

ー
ル

タ ナ テ ィ ヴ企 業に従事 して い る 。 各 グ ル
ー

プは生活に 根 ざ した地域運動 とい え る 。 こ の 場合地

域 とは一般 に ，自転車で まわれ る程度 の 広が りで あ る 。
こ の 広 さは メ ン バ ー間の 連絡を要易 に

し，参加 民主主義を支え る場 となれ る単位で ある 。

團 　参加 者 の 意識

　 こ こ で は運動を構成す る メ ン バ ーの 意識 ，価値観 に 焦点 を絞 り．次の 特徴を抽出 した い 。 （1｝

地方と世界 へ の 帰属意識 （2）万物 との 共生　  非暴力　（4｝脱産業社会 ｛5〕フ ェ ミニ ズ ム 。すで

に 「オ ール タ ナ テ ィ ブ運 動形成の 要素」 の 章で ，主 体的契機の
一

つ と して 「価 値観の 転換」 に

ふ れ た。そ こ で は ，他党か ら縁の 党 の 価値観 に共鳴 して 入党 して きた人々 の み を とりあげた 。

一方．こ の 1 か ら5 ま で の 特徴 もすべ て ，価値観 の 転換に係わ っ て い る 。 こ こ で は政党 レ ベ ル

以外 の 分野 に つ い て の 価値観の 変化 を述べ た い 。

（1） 地方 と世界へ の 帰属意 識　運 動 の 参加者 に は国家 へ の 帰属意識は極 めて 少な い 。 こ の 理由

は第一に ，ナ チ ス が 目論んだ ドイ ツ 民族一 ドイ ツ国家 に よ る世界制覇 へ の 反 省で ある 。
1985 年

5 月 8 日 ， リ ヒ ャ ル ト ・フ ォ ン ・ヴ ァ ィ ツ ゼ ッ カ ー大統領 （キ リス ト教民主 同盟 ） は ドイ ツ の

国家主 義 に ふ れ 次 の よ う に 演説 して い る。「ヨ
ー

ロ
ッ

パ で は 百年以 上に わ た っ て 国 家主義が余

りに も高 ま り，そ の 衝突 に 苦 しん で きた の で あります 。 第
一

次大戦が終 る と
一

連 の 平和条約が

締結され ま した 。 しか し，これ には平和を樹立す る力が欠 けて お りま した 。 国家主 義的な激情

の 炎が再 び燃えあが り，社会の 窮状 と結び つ くこ ととな っ た の で あ ります。 」 「国家主義」 にあ

お られた 「激情 の 炎」 は ，人種 ，宗教 ，イ デオ ロ ギー，政治上異 なる人々 の 肉体 と意志 も焼 き

っ くして しま っ た 。 国家 へ の 無批判な帰属意 識の行 きつ くと こ ろは 自国 と世界 の 破局 で あ っ た 。

　第二 の 理 由は ，地球規模 の 汚染の 現実 で あ る 。 そ の 第一は生産力至 上主義 に よ っ て 生み だ さ

れた フ ロ ン ガ ス や炭酸 ガス 等 の 化学物質 の 地球 レ ベ ル で の 蔓延で あ る。こ れ は地球 の 平均気温

を上昇 させ ，都市の 水没 や耕地の 砂漠化を促 すだ け で は な い 。合成化学物質は大気 中の オ ゾ ン

層を破壊 す るため に ，人類が受け る紫外線量が増大す る 。 こ れは皮膚 ガ ン を発生 しや す くす る 。

同時 に地 球上 の 全酸 素の 2／ 3を生産 して い る海中の プ ラ ン ク トン を も襲 う 。 食物連鎖 の 中で ，

プ ラ ン ク ト ン に 依存 す る全生物 の 生態系が破壊 され ，それ は人類の 生存 そ の もの を 脅や か す 。

汚染の 現実 の 第二 は ， 1979年の ア メ リカ ・ス リ
ー

マ イル 島と，1986年 ソ 連 の チ ェ ル ノ ブ イ リで

お こ っ た 原子力発電所の 事故で ある 。 汚染は国境 を意 に介 しな い
。 第三 は全地球を お お う酸性

雨で あ り，第四 は ，「核の 冬」を ひ きお こ す限定核戦争用 の 兵器 を は じめ とす る大量 の 核兵器

の 生産で あ る。こ う した全地球規模で の 生態系の 破壊を もた らす危機 はみ な国家的 エ ゴ イ ズ ム
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の 下で 加速 されて きた 。 オ ール タ ナ テ ィ ヴ運動の 参加者は ，国家主義で はな く，国境を超えた

地球 レ ベ ル に視野を据え る。意識 は世界 ．しか し行動 は地域 　　す な わ ち ，理念 と して か か

げ られ る地球市民 の 対案実現の 場が 地域で あ る 。 生 態 系を 守 る エ コ ロ ジ
ー

の 思想 は ，地 域→国

家 → 地球か ら国家を意識的 に欠落 させ ，地域 2 地球の相互連関を密 に す る 。 こ うした視 座が次

の 万物 との 共生 の 意識と連 動す る 。

  万物 との 共生　オ
ール タ ナ テ ィ ヴ運動に 参加 す る人 々 の 抱い て い る人間 と自然 ，人間 と人間

と の 共生 の 視点 は ヨ ーロ ッ
パ 思 想 の 古 い 時代 に 源流 を も つ

。
こ れ ま で くり返 し流 布 さ れ て い

る 「西欧思想 一人間 に よ る 自然の 抑圧 ・搾取 ，東洋思 想 一人 間 と自然 の 調和」 と い う単純 な二

分法 は思想史 へ の 無知 に 由来 して い る 。 第一に ，西洋 ，東 洋それぞ れを共 に 一元的 な文化圏 と

す る誤 りを 指摘 しなけ れ ば な らな い
。 西洋と い っ て も等質で はな く，少 くと も島国 の イ ギ リス

文化圏 ，ア ル プ ス の 北 の 文化 圏．南の ラテ ン文化圏 ，東欧諸国文化圏等が存在 し，東洋 に は イ

ス ラ ム 文化圏 ，中国 ・イ ン ド文化圏が存在 し ， 更に こ う した文化 圏が それぞ れ異 質の 文化域を

内包 して い る 。 「西洋」「東洋」 と して 一元化 ，単一化 す る こ と は差 異性 を無視 す る こ と に な

る 。

　 第二 に ．「東洋思想が人間 と自然 の 調和で ある」 とす れば t 今 日 の 日本を含 め た 「東洋」 の

自然環境の 汚染 と破壊 を い か に説明す る の で あ ろ うか 。 植林 な しの 東南ア ジ ア にお け る熱帯雨

林 の 伐採 ，森林破壊 。 敦賀 ・浦底湾 一帯 の原発廃水 に よる海洋汚染 。 光化学 ス モ ッ グ，水俣病

等 に よ る人 間 と 自然 へ の 挑戦 。 観光 道路建設が ひ きお こす緑の 乱開発 。酸性雨によ る森林 の 枯

死 。 河川 と湖沼の 全国規模 で の 汚染 。
ヘ ド ロ の 海 と化 して い る海岸線 ，自然に 還元で きな い化

学物質によ る自然へ の 抑圧 。 も しすべ て の 社会 的な諸 事象の よ っ て きた る原因を思 想 に求め る

こ とを正 しい 方法 と前提 すれば ，こ こ に は調和 で はな い ，「東洋 ＝破壊の 思想」 もあ る こ とを

指摘 しなけ れ ば な らな い で あ ろ う。

　第三 に ，「西欧思 想」 と して 表現 され る 実体の
一

つ は ，論者た ち に よれ ばキ リ ス ト教 で しか

な く，しか も異端 を含 め な い ，正統 キ リス ト教で あ り，こ の 正統 キ リス ト教を もっ て 西欧思想

を代表させ る方法は ，
一

部分を も っ て 全体を結論づ け る手法 に等 しい
。 日本文化論の イデ オ ロ

ー

グた ちは 「東洋思想 ；調和 ，西欧思想；抑圧」 を人間 と自然 に 定義づ けるだけで はな く，人間

と人間の 関係に もあ て はめ よ うとす る 。 それ は 「戦闘的 な西洋 ， 平和的な東洋」 観を生 み だ し

て い る 。 そ して戦闘性の 例証 として 挙げられ るの は，旧約聖書 ，創世記の 次の 箇所で ある 。 「神

は 自分 の か たち に 人 を創造 された 。 （略）神は彼 らを祝福 して 言わ れ た 。 r生め よ ，ふ え よ ，地

に 満 ちよ ，地 を従わせ よ 。 また海の 魚 と ，空の 鳥 と地 に 動 くす べ て の 生 き物 とを 治め よ 。 』」

　とこ ろ で ，キ リス ト教 を根拠 とす る 「戦闘的な西洋」 観を論理化 す る ため に は ，少 くとも次

の 命題が証 明されな けれ ば な らな い 。 すなわ ち ，キ リス ト教 が ，と りわ け先の 創世記 の 部分が

西 洋 と い う全域に わ た っ て ，人 々 の 思想を おお い つ くして い る こ と，で あ る。

　だが こ れは事実 に反 する 。 第一に ，確か に パ ウ ロ
ー

ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス
ー

トマ ス ・ア ク イ ナ ス

に流れ る思 想 の
一部に は 「生 き物を治 め」，生 き物を支配 ，服 従す る視 点が あ る 。 例 え ば ，イ

エ ス が 悪霊を 「豚の 群れの 中に つ か わ」（マ タ イ に よ る福音 書 ，第 8 章 31節 ）す と ，豚 の 群れ

は 「が けか ら海へ なだれ を打 っ て駆 け下 り，水の 中で 死ん で しま っ た」 （同 上 ，32節 ） とい う

ガ ダ ラの 豚の 事件 に つ い て ，ア ウ グス チ ヌ ス は次 の よ うに 述 べ て い る 。 「こ の 挿話が 教 え て い

る の は ，わ れ われ は動物に 対 して 義務を負 っ て い な い と い う こ とだ 。」 だが こ う した 動物観に
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対 して （1）公認 の キ リス ト教 内に   そ して 異端 とされ た人 々 に （3）キ リス ト教の 思 想外に自然万物

と の 「調和」 を原点 とす る思想を歴史は数多 く教え て くれ る 。

　 まず ．（1）に 関 して は修道院 に は入 らず に ，使徒的な清貧 に徹 し．放浪説教を続け た ア ッ シ ジ

の 聖 フ ラ ン チ ェ ス コ
。 こ の 伝導者は ．動物に も隣れみ の 情 を示 した 。 ア ル ベ ル ト ・シ ュ バ イ ッ

ア
ー

は生 きと し生け る もの す べ て の 生命へ の 畏敬を説 い た 。
ニ

ー
チ ェ の 超人 の 思想 か らで は な

く， トル ス トイ の 博愛 主義か ら畏敬 の 視点を学 ん だ 。 自然万物 との 共生の 思想で あ る 。

　 次に   に つ い て例を挙げよ う 。 中世 は 正統キ リス ト教の 唯
一

の
一

元支配 で は決 して な く，都

市を囲む城壁の 外側 に は多 くの異端 とみなされた グル ープが清貧 ，質素を モ ッ トーに 独 自の 教

会を造 っ て 信者 を集め て い た 。 大都市 に な る と城壁の 内と外 の 教会 の 比率は 半々 に も及 ぶ ほ ど

の 都市 も存在 した。そ して こ の城壁外の 異端の 多くに は人 間 と自然 の 融合を基本とする汎 神論

を内に含む 神秘思想の 影響が みられ る 。 また，1738年 ，ロ
ー

マ 教皇庁か ら異端の 宣告を受 けた

フ リ
ー

メ
ー

ソ ン は ，単 に 自由，平等 ，博愛 ，人道尊重 ，諸宗派 へ の 寛容，理想社会の 実現 とい

う世界主義 的な要素だ けを掲げた の で は ない 。 同時に ，こ の 結社は 「創世記」に 見 られる よ う

な タ テ 系列 の 神
一人間 一動植物 と い う ヒ エ ラ ル ヒ

ー
で はな く，こ れ ら相互 の 対等 ・水平的価 値

観を もっ て い た 。

　 こ う した （1），（2）の 世界観は あ る 日突然 出現 し た わ け で は な い 。 ヨ
ーロ

ッ
パ 思想 の 源流 に は ，

神 々
一人間

一
自然 が

一体 とな っ た ，汎神論的な ギ リシ ア神話の 世界観が あ る。人間 に も自然万

物 に も霊を考え る 。 とすれ ば ，霊 に よ っ て 人聞 も自然万物 もつ なが っ て い る 。 「霊 」t 「精霊」，

「た ま」 で 表現 され る共通 の 観念 は ヨ
ー

ロ ッ
パ だけで は な く，人 類の 普遍的 な観念で あ る。自

然 も人間 も霊 的なも の に よ っ て 息づ い て い るとす る ア ニ ミズ ム に は ，自然万物へ の 崇拝す ら存

在 す る 。 例 えば 「動 物崇拝」 「植物 崇拝」 「鉱 物 崇拝」 「岩石崇拝」 「天然崇 拝」 等で あ る 。

オ
ー

ル タ ナ テ ィ ブ運動 には ，こ うしたギ リシ ア の 昔に人々が抱い て い た 自然観を共有す る グル ー

プ も存在 す る 。 今まで み て きたよ うに ，「西洋思想 一自然支配」 説 は   差異 性を も っ た西洋を

一
元等質視 して い る と同時に   こ れ と対を な して 提出され る 「東洋思想 ＝自然 との 調和」説 は ，

現代の 自然環境の 汚染 と破壊を説明で きな い 。 更に は 史上 ，東洋諸国間の 戦争 と殺戮 を も解釈

で きな い 。また こ の 説は．  人間 と自然 との 連続性 ，水平化 を中心 の 原理 に もつ 汎神論や ．動

植物 と の 共 生 を説 く人 々 を も
一

括 して 西欧思 想 とする無 理 を おか して い る 。

　 と こ ろ で 人 間に 自然支配 を意識的に 可能に させ た の は た かだ か 16世紀以来 で あ る 。 近 世 自然

科学の 発達 を背景 に ，デ カ ル ト哲学が ，「精神」 と 「肉体」 を分離 して 以来 ，中世 的世 界観 は

くずれ始 め た 。 自然万物 に霊的な もの を認 め ，自然 は霊的な もの の 力に よ っ て も動か され る と

い う世界 観 に 立ちむか っ た デ カ ル トは，自然万物か ら霊的 な もの を とり去 り，自然界を機械的

な体系と して ，神で も，霊で もな い 力学の 支配す る世界 と見な した 。

一方霊 的な もの は人間に

の み備わ る もの とした 。 自然 は脱霊魂化 され ，自然科学の 力で 平等に 支配 される量 的存在 とさ

れた 。 自然が神や霊 の 力 に よ らず，科学 と して の ，それ 自身 の 因果法則 に従 っ て い る と見な す

か ら こ そ ，人間 は こ の 法則を利用 し，自然を 支配す る こ とが可能 に な る 。 ま さ に ベ ー
コ ン の 言

う 「知 は 力な り」 に 基 い て ，人間 に よ る 自然支配は 急速 に 度を深め た 。 デ カ ル トの 自然の 脱霊

魂化 ，物 心 分離 の 思想 それ 自身が近世 の 自然科学 の 発達か ら生 まれ た 。そ して こ の 生 まれた思

想 が ，更 に 自然科学 と技術の 発達 を促 して い っ た 。

　 「自然 の 支配」 の 直接的推進力 は歴史貫通 的に は 自然科 学の 発達で あり，個別歴史的 に は こ
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れを利用 した 16世紀以 降 の 工 業 文明で あ る 。 こ う した文 明化 を思 想 が支 え た と して も そ れ は

「西洋思 想」 で
一

括同質化で きる思想で はない 。 神秘主義 ．汎神論はデ カ ル ト以前 も以 降 も姿 ，

形を変えて 西洋思想の 中に 出現 して い る 。

　 万物 の 内在的原理 を神に 求 め ，神即 自然を説 い た ス ピ ノ ザ の 汎 神論は ，1656 年 ユ ダ ヤ 教団か

ら無神論の 烙印を押 され た 。だ が ，そ の 汎 神論 の 系譜 は ，レ ッ シ ン グ ．ヘ ル ダー，ゲ ーテ ，ハ

イ ネ らに うけ つ がれ て い る 。 自然が ，デ カ ル ト流 の 人間に とっ て の 単な る客観的対象で は な く，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 aq

「生産的活力 とその 生 きい きと した形態形成」 をもち ，「根源的 に生産的」 で あ る と把 え た の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

は ゲ
ー

テ で あ り，ル ドル フ ・シ ュ タ イ
ー

の 人智学で あ る 。 「世界霊」 に お い て ，ゲ ーテ は 次 の

よ うに 言 う。 さて 万物 は神 の ご と く大胆 に ／ 自らを越 えて 成 り出で る 。 ／水さえ ，実 りな き水

さえ ，青ずみ ，ち りぢ りの 塵 もま た活 く。

　 次 に ，  キ リス ト教外で は ，キ リス ト教を人間 と自然を切 り離す思想 と判断 した ル ー
トヴ ィ

ヒ ・ ア ン ド レ ア ス ・フ ォ イ エ ル バ
ッ

ハ は原始宗教を評価 した 。 そ の 理 由は 、原始宗教の 中 に 人

間 と自然 との 結びつ き を見 たか らで あ る 。 人 間 自身が 自然万物の
一

員で ある とす る フ ォ イ エ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 征臼

バ
ッ ハ に つ づ い て ，カ ール ・

マ ル ク ス は ，な る ほ ど ，「自然 に働 きか け て そ れ を変化 させ る」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 qη
人間 の 自然 「支配」 を 説い た が ，しか し無前提 で はな く，人 間 自身 も

一
っ の 「自然力」で あ る

こ とを措定 と した上で の対 自然観で あ っ た 。 自然 と人間の 相互作用 ．す なわ ち人間が 自然 へ の

働 きか けに よ っ て ，同時に 自分の 自然を 変え て い く，とする マ ル ク ス の 視座は少 くと も働 きか

け るべ き自然が健全で ある こ とを前提 とする 。

　 マ ル ク ス を も含 め て 西洋思想 として 一括 し，こ れ す なわ ち 自然支配 で あ る と断罪 す る比 較文

化論 の イデオ ロ
ー

グたち の 所説は ，結局の と こ ろ，東洋か西洋か ，の あれか こ れか を の み 論 じ，

そ の 共通性 を論理 化 しない 。 そ もそ も 「西洋」 なる諸思想をた っ た一語で 「戦闘性」 と断定す

るとこ ろに無理が ある。同時に 日本を ，「甘 え」 「タ テ 」「柔構造 」 な ど とわずか
一

語で 定義する

こ と も論理 の 粗雑性 を増すで あろ う。

　オ
ー

ル タ ナテ ィ ヴ運動は ，西洋思想に も東洋思 想 に も共通 に見 られ る人 間 と 自然 と の 有機的

連 関 ，共生 ，人間 と人聞 と の 共生 をめ ざ して い る 。 例えば ，古代の 原始宗教の 中に 人間 の 共同

性 を見 い だ し，自然 との 調和 を模索 す る グル ー
プ 。 生態系を 宇宙次元 に ま で 拡大 し．人 間 と こ

れ と の
一

体化を理論化す るR ．シ ュタ イ ナ
ー

の グ ル
ー

プ 。 核 に よ る人間 と全 自然 系へ の 破壊を

生 活基盤で 食 い とめ ．新 た に 共生を創 りだ そ う とす る グ ル ープ
。 自然 を抑圧 しな い 生 き方が ，

オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ運動の 共通項で あ る。

  　非暴力　オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ運 動 の非暴力性は第一
に ，可 視的 ・物理 的暴力 へ の 対案で あ る

と共 に ，第二 に不可視の 暴力性へ の 対案で もある 。 前者 は反核運動 に 象徴 され る よ うに ，軍事

的手段を用 い た平和 と安全 の 保障 に 反対 する非暴力不服従運 動 に 貫徹され て い る 。 運 動 は ，
こ

うした核，通常双方の 兵器体系と い う見え る暴力と ．同時に ，人間を抑圧す る一切 の 官僚 機構，

支配 ・統治機構 ，更に は外国人，障害者 ，女性へ の 差別 と い う，即可 視的に はな らな い が ，厳

然 と して 存在 す る暴力 へ の 対 案実現 をめ ざ して い る 。 前 者 も後者 も社会の 徹底 した民主化 と不

可分で あ る 。

（4） 脱産業社会化　産業社会 の もつ 価値観へ の 対案 と して 運動は多様な試行を 展開 して い る 。

既成文壇 が もつ 創作の 私的作業性 へ の 対案 と して 1970年に発足 した労働者文学動体 「作業集団 ・

労働世界の 文学」。 こ こ で は文学の 市場化 ・商品化 に 抗 して ，生産一媒介一受容 を視野 に 入れ
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つ つ ，共 同制作を試み て い る 。 異 っ た体験を も っ た労働者 と知識人 ・学生が共同作業に よ っ て ，

商品化 されな ければ受容者の 手に 届か な い 現実 へ の 対案 と して ，受容者 との 直接 コ ミ ュ
ニ ケ

ー

シ ョ ン を もっ 朗読会が重視されて い る 。 価値合理性を自由時間におき，上役の い な い 企業作 りが

全国各地 に 広が っ て い る 。 こ うしたオ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ企業は共同経営 ，自主管理が 原則 で あ る 。

シ ュ タ イ ナ ー学校に 見 られるよ うに ，規格化 されな い学校 ，点取 り競争に 追われ な い学校 もオ
ー

ル タナ テ ィ ヴな運動 の
一環で ある 。

  　 フ ェ ミ ズ ム 　 70年代 の フ ェ ミ ズ ム 運動 の 世界的潮流 は西独に も大 きな影響を与 え た。階級

一元論 に 陥入 っ て しまう伝統的社会主義婦人論に代 っ て ，男性一女性 間の構造に もメ ス を入れ ，

家父長制 を も同時 に崩 して い く運動 が展開 されて い る 。 女性の 夜間の 社会的 ・文化的 ・政治的

生活を行 い や す くす る 目的を もっ た ，女性用夜間割引 タ ク シ ーを実現 させ るグル ープ 。 女性の

自己決定権 の 拡大を視野 ic入れ ，刑法 218条を撤廃 させ る運動 。 すべ て の 分野で 男女同数化を

目標に す る グル ープ 。 夫 ．父親 か らの 急増する虐待 と暴行か らの が れ る と同時に ，抑圧の構造

を 自ら学 ん で い く場 一女性の 家 の 設立を求め る グル
ープ 。 学校 の 成績 は全国平均す る と女子 の

方が い い に もかか わ らず ，職業教育 の 場が男子よ り も少な い現実を変え て い こ うとす る グ ル
ー

プ 。

人間との 共生を ，男子 間 の みで は な く，真に男女 にお い て実現 させ る こ とをめ ざす 運動 は ，既

成 の性差 に よ る分業の パ ラ ダ イ ム を こわ して い く。

　以下で は ，
こ れ ま で 述 べ て きた オ ー

ル タ ナ テ ィ ヴ 運動関係 の 年表を作成す る 。 私は ，作成 に

あ た っ て 次の よ うな困難に つ きあ た らざるをえ な い 。第一
に ，既述 したよ うに ，もともとこの

運動が 巨大な組織や世間周知の 運動形態を と らず，分権的 ，分散的，反 ヒ エ ラ ル ヒ
ー

的で あ り，

国家的視 野 を もっ た 統一運動で は な く，地域 を場 として 各 地が 自立 した集合体を もつ の で ，そ

の 各 々 の 始ま りと終わ りが 見 え に くい 。 運動 の 実体 がな くて も，組織だけ を残す とい うよ うな

組織推持 を 自己目的化す る こ とはせ ず，既 成 マ ス メ デ ィ ア が と らえ えない ，外縁部 で 運動が展

開 され る こ と も多い た め ，主 と して 既成マ ス メ デ ィ ア に頼 らざ るをえ な い 私に と っ て ，情報の

獲得の 限界 に つ きあた らざるをえな い 。 第二 に ，私 の 力量 がかべ とな っ て い る 。 す べ て の 分野

に精通す る こ とは で きな い の で ，私の 視野 と関心 か らは ，ザ ル か ら もれ 出るよ うな部分が 多 い
。

こ の 二 点 は ，こ の 拙稿の 限界を成 して い る 。 そ して 、こ れ は 、

“

私の 研究
”

と い う研 究の 個 的性

格に 大部分 を負 っ て い る と思 う。 こ の場 をかりて 、 広 く、 共同研究をよ びかけた い と思い ます 。

関 連 年 表
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6　　 「作業集団 ・労働世界 の 文学 」 第
一

回全国

　　　代議員大会，「芸術 として の 文学」 で はな

　　　く 「現実 と して の 文 学 」（ギ ュ ン タ
ー・ヴ ァ

　　　ル ラ フ ）

8 ．12 プ ラ ン ト西独首相 と コ ス イ ギ ン ソ 連首相 に

　　　よ り西独 ・ソ 連条約 の 調 印

12．7 西独 ・ポ
ー

ラ ン ド両首相間で 「関係正常化

　　　の 基礎に 関する条約」 に 調印

1971

9 米英仏 ソ に よる 「ベ ル リン 四大国協定」仮

調印 （72．6 ．3本調印）

19721

．28 職業禁止 令

4 ヴ ュ エ ル ガー
ゼ ン の プ ロ シ ャ 電力，200トン

ン の 冷却材喪失事故

8 ．26 米．NOW に よ る女性解放 の た め の 全 国 ス

　 　 　 ト

9 ．5 椿新潟大教授，ス モ ン の 原因 に
，

キ ノ ホ ル

　　　ム 関係 あ りと発表

11　 ス ナ ッ プ （ポ ロ ニ ウ ム 210 ，出力 500W ） を

　　　積 ん で 月 に む か っ た 米 ア ポ ロ 13号 ，故 障 で

　　　大気圏再突入 ，放射能電池 、ト ン ガ付近 の

　　　海中 に 放 置

12．14 ポ
ー

ラ ン ド，食糧 ，生活品値上 に 反対 す る

　　　暴動発生 ．各 地 に 波及

2　 米 ，男女平等を うた う憲法修正 ，上院可決

4　　 イ タ リア 共産党 内 に イ ル ・ マ ニ フ ェス トグ

　　　ル ープ成立 ，ユ
ー

ロ コ ミ ュ
ニ ズ ム 路線発展

5 ．9EC ，西 独 マ ル ク の 変動為替相場制採用 認

　 　 　 め る

6 ．30 神通 川 流 域の イ タ イ イ タ イ 病第
一

次訴訟判

　　　決公判 に て ，富 山 地 裁 「カ ド ミ ウ ム が 主因」

　　　 と判決

8　　 ス イ ス に 婦人参政権

9 ．29 阿賀野川水銀中毒訴 訟 に て 新潟地裁 ，原告

　　　 に 勝訴判決

10．25 国連総会 ，逆重要事項指定決議案を否決 し

　　　 「中国招請，台湾追放」提案可決

12．1810 ケ国蔵相会議 ，金 1 オ ン ス ＝38 ドル で 合

　　　意 （ス ミ ソ ニ ア ン 体制）

3 ．22 米 ．男女 の 差別 を禁 じる 憲法修 正第 27条

　　　 （ERA ）上院通 過

4 ．10 生物兵器禁止条約47ケ国調印

6 ．5 初 の 国連人間環境会議 ，ス ト ッ ク ホ ル ム で

　　　開会

7 ．24 四 日市公害訴訟 で 津地裁 t6 社に 8，800万

　　　円 の 支払を命ず る

8 ．16 森 永 ヒ 素 ミル ク事件 で 森永乳業の 責任 を認

　　　め ，未確 認 児に も救済補償 を 認 め る
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9 プ ラ ン ト首相，連邦議会解散

11．8 東 ドイ ッ との 間に 「基本条約」 ま と ま る

11．9 連邦議会選挙

1973

6 ．15 西独，国連 へ の加盟申請

6　　 ブ イ ッ シ ャ
ー文庫，作業集団叢書を刊行

12．11 プ ラ ン ト首相 と シ ュ ト ロ ラ ガ ル チ ェ コ 首相

　　　国交 正 常化条約 に 調印 （プ ラ ハ ）

1974

2 「作業集団 ・労働世界 の 文学」準備員 も含

め 270名 に 増大 ，35の 作 業場

4 ．5 連邦参議院，東独 との 常駐外交施設交換法

　　　案 を 可決

4 ．29 ギ ョ
ーム ス パ イ事件 ，東独 と の 外交使節交

　　　換を無期凍結

5 ．6 プ ラ ン ト首相 ， 個人秘書 の ス パ イ 事件 で 引

　　 責 辞任

9 。12 ワ ル シ ャ ワ 条約機構軍，5 ケ国が 10万人，

　　　チ ェコ 領内で大規模演習

9 ．14NATO 軍 ，北大西洋全域大演習

9 ．29 日本 ・中国，日中共同声明 に 謁印，外交関

　　 係樹立

1 ．27 ベ トナ ム 和平パ リ協定調印

3 ．11EC 閣僚蔵相会議開催 ，
マ ル ク 3 ％切 り上

　　　げ

3 ．29 南ベ トナ ム ，米軍撤退完 了

6 ．20 米 ソ 首脳会談継続 ，SALT 五 の 基本原則

　　　に調印

8 ．4 米連邦最高裁 ダ グ ラ ス 判事 ，カ ン ボ ジァ 爆

　　　撃即事停止要請の 提案を認 め ，政府 に 爆撃

　　　中止命令

8 ．31 ソ 連 自由派知識人 ヤ キ
ー

ル ，ク ラ シ ン 両人

　　　ic・3年 の 禁固刑 の 求刑

9 ．11 チ リで 軍事 クーデ ター，ア ジ ェ ン デ人民連

　　 合政権崩壊 。
こ の 事件をき っ か け に伊共産

　　　党 は 「歴 史 的 妥協 」 に む か う。

9 ．13 第28回国連総会，東西両独 の 加盟承認

12．28 パ リに て 「収容所列島」（ソ ル ジ ェ
ニ ー

ツ ィ

　　　 ン ）公刊 。

1 ．3 欧州通貨暴落

1 ，26 べ 平連解散集会 （東京 ）「危 機 の 中 で の 出直

　　　し」

2　　 ユ ーゴ で新憲法公布 ，自主管 理社会制度 の

　 　 発 展

2 ．11 エ ス トニ ア の ドイ ッ 系市民 ，モ ス ク ワ に て

　　 西独移住拒否の 抗議デ モ

2 ユ 3 ソ ル ジ ェ
ニ ー

ッ ィ ン
， 市民権剥奪 ，

ソ 連 よ

　　　り国外追放 ，西独入 り
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5 ．16 連邦議会 に て ヘ ル ム ー
ト ・シ ュ ミ ッ ト社民

　　 党副党首を首相 に 選出

9 ．19 西独 ・フ ィ ン ラ ン ド国交正常化

1975

2

3

ヴ ュ
ール の 原発建設予定地の 占拠 ，仏 ，ス

イ ス 国 境の 人 々 と共 に 。局地的，バ ラ バ ラ

だ っ た 市民 運動が 全国規模 の エ コ ロ ジー
運

動 に成長

連邦憲法裁判 所 は 「現 行 の 年金制度上 の 男

女 の 異 な る取扱 い は 違憲 で あ る 」 と して 年

金 に 関する男女平等化判決

19761

　　ネ ッ ト ワ
ーク ，西 ベ ル リン に誕生，オ ール

　　　タ ナ テ ィ ヴ 運動 の 財政的基盤 を 担 う

6　 刑 法 第 218条発効

5 ．18 イ ン ド地下核実験

6 ．17 仏 ム ル ロ ア 環礁で 核実験 ，オ
ニ ス ト ラ リア

，

　　　ニ ユー
ジ
ー

ラ ン ド抗議

6 ．18NATO の 閣僚理 事会開催 ，厂大西洋宣 言」

　　　に 調 印

7 ．20 トル コ 軍6，000人 ，陸海 空か らキ プ ロ ス に

　　 上陸，ギ リ シ ア 全土 に 総動員令

8 ．4 日本 の プ ロ テ ス タ ン ト ・カ ト リ ッ ク両 キ リ

　　　ス ト教界合同 に よ る 日韓 キ リス ト者合同会

　　 議発是

8 ．8 ニ ク ソ ン 大統領 ，ウ ォ
ータ ーゲ ートもみ 消

　　　し事件で 辞任

10．20 ス イ ス 国民投票 ，外国人労働者締め だ しの

　　　憲法改正否決 ，女性初投票

12．14 国連総会 ，「侵略 の 定義」 を 表決ぬ き の 総意

　　　で 採決

1　　 仏 で 妊 娠中絶 自由化法案成立

2 ．26 トル コ

「
，NATO 演習参加拒否 通告

4 、30 ベ トナ ム 解放軍 サ イ ゴ ン 解放

6．19〜7．2 メ キ シ コ で 国際婦人年世界会 議 ，参 加

　　　133ケ 国 ；41団体

9 ．4 東海村核燃料再処 理 工 場 の ウ ラ ン 試験始ま

　　　．る 。 以 降汚染事故続出

12　 英 ，男女平等賃金法 ，性差別禁止 法施行

2 ．4 米上 院外交委員 会多国 籍企業小委員会で ロ
ッ

　　　キー
ド事件発覚

4 ．5 北京 に て 天安門事件

4 ，25 ポ ル ト ガ ル に 社会党政権誕 生

8 ．6〜7 ペ
ー

トラ ・ケ リ
ー

日 本講演旅行
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11　　プ ロ ク ドル フ 原発反対デ モ 。運動 が 世界 の

　　　注 目を集 め は じめ る

12

12

12

プ ロ ク ドル フ の 原発 ，行政裁判所 に よ り 「

建設 の一時停止 」 判決 。

「緑 の リス ト
・環境保護」，ハ

ー
メ ル ン 市と

ヒ ル デ ス ハ イ ム 市 に 初め て 立候補

ペ ー トラ ・ケ リ
ー
，ヴ ュ

ー
ル の 南 の ザ ス バ

ッ
ハ の 市民大学 「ヴ ュ

ール の 森 」 に 招 か れ

る

1977

2

3

3

3

3

ブ ロ ッ ク ドル フ に 3 万人 ，イ ェ ッ ホ
ー
市 に

2万 人 が 反原発 集会

シ ュ レ ス ヴ ィ ヒ＝ホ ル シ ュ タ イ ン 州 の シ ュ

タ イ ン ブル ク郡会選挙にて r緑 の リス ト」

初議席

ヴ ュ
ール 原発 に つ い て ，フ ラ イ ブル グの 行

政裁判所 ，着工 差 し と め判決

グ ロ
ー

ン デ 反原発闘争 ，市 民 層 か ら拒否さ

れ る

社民党青年部 の 青年社会主義者同盟JUSO

新委員長 に 最左派（「シ ュ タ モ カ ッ プ 」）ク ラ

ウ ス ・ウ ベ ・ベ ネ ッ タ を選出

4 ．27 社民党 K ・ベ ネ ッ タ の 党員活動停止処分

5　　 ニ ーダーザ ク セ ン 環境党結成

8 ．22　『シ ュピーゲル 』誌 8 月22日号 に ル ドル フ

　　　・バ ーロ 論文 「党と官僚」（後 に 論文 もふ く

　　　め て Die 　Alternative，　 Europ 翫 sche

9 ，9 毛沢東死

10．12 中国四人組事件

11．4r11 月 4 日 号 ニ ュ
ー

サ イ エ ン テ ィ ス ト』 lc

　　　て ，ジ ョ
ーレ ス ・メ ド ヴ ェ

ージ ェ フ ，初 め

　　　て 「ウ ラ ル の 核惨事」
・
に ふ れ る

12．150PEC 総会 （ド
ー

ハ ）原 油 の 二 重価格決

定

1　　 チ ェコ 自由派知識人 ら 「憲章77」発表

7 ．28 核問題 7ケ 国協議 グル ープ ，国際核燃料 サ

　　 イ ク ル 評価計画を ス タート

8 ．22 ル ドル フ ・バ ー
ロ ，東独 に て 逮捕 （

一年後，

　　　8年 の 自由刊 ）

8 ．29 国連砂 漠化防止会議 （ナ イ ロ ビ ）

　　　Verlagsanstalt と して 出版） が 掲載 され る。

　　　 R ．バ ー
ロ は東独政府に直ち に 逮捕

9 ．5 シ ュラ イ ヤ
ー事件

9．17・− 19　社民党連邦党規約委員会 ，ク ラ ウ ス ・

　　　 ウ ベ ・ベ ネ ッ タ を除名

10　　 ヒ、ル デ ス ハ イ ム 郡議会 選挙 「環境保護 ・緑

　　　 の リ ス ト」 1．2％

10．18 シ ュ タ ム ハ イ ム 刑務所 （シ ュ トゥ ッ トガル

　　　 ト） に て 赤軍派三 人が 「集団 自殺」

11　　シ ュ ミ ッ ト首相 ， NATO の 軍備増強を要

　　　求
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11　 社民党大会 ，原発継続を決定

19781

3

5

西 ベ ル リ ン に おけ る虐待 された 「女性 の た

め の 避難所 「女性 の 家 」 1 年間 の 活動報告，

650人 が か け こ む

シ ュ レ ース ヴ ィ ッ ヒ ＝ホル シ ュ タ イ ン 郡 に

て 「緑 の リス ト」6．7％ ，3 議席。プ ロ ク

ドル フ 原発の あ る ヴ ィ ル ス ター町で 17％

NATO 諸国首脳会議 に て 核近 代化計画 決

定　（79．12．に 具体イ匕）

6 ．4 ニ
ーダーザ クセ ン 州議会選 「緑 の リス ト環

　　 境保護」3．9％ 。
ハ ン ブ ル グ市議選 「多色

　　　の リ ス ト」 BL3 ．5％，「緑の リス ト・環 境

　　 保護」 1 ％。共 に 州 レ ベ ル の 選挙に初参加

6 ．18 ブル ン ス ビ ュッ テ ル 原発 で 3 時間 に わた っ

　　 て数 トン の 放射性蒸気 をふ きだす 。 こ の 事

　　 故 で ，西独 の 12基 の うち 9 基が事故 で ス ト

　　　ッ プ

7 ヘ ル ベ ル ト・グル ール ，
』
キ リス ト教社会同

盟 を離党 し，  エ コ ロ ジーの 擁護   現代機

構 の 簡素化 をか か げて 「緑 の 行動 ・未来」

（GAZ ）を創設

7 ．16 ボ ン で 先進国首脳会議 ，世界不況脱出で 共

　　　同宣言を採択

10　 ヘ
ッ セ ン 州議会選，「緑 の リス ト・ヘ

ッ
セ ン 」

　　　1．1％ ，「緑 の 行動 ・未来 」0 ，9％ 。
バ イ エ

　　　ル ン 州議会選 ，「緑 の 人 々 」 1．8％

10　 西 ベ ル リ ン に 「民主主義と環境を守 るオー

　　　ル タ ナ テ ィ ヴ ・lj ス ト」 AL 結成 され る

11

12〜79．1

12

ボ ン 近郊 の トロ ワ ドル フ に て 緑を め ざす全

国 の 組織代表者会議。
ヘ ル ベ ル ト。グル

ー

ル （GAZ ），
ハ オ ス ラ イ タ

ー （AUD ），ミ

ラ ン ・ホ ラチ ェ ク （77年憲章），ル ーカ ス ・

ベ
ッ ク マ ン （人智学），ペ ー

ト ラ
・ケ リ

ー，

ノ
ーベ ル ト 。マ ン ，ヨ

ー
ゼ フ ・ボ イ ス （F

IU ），デ ィ
ーター。ブル ク マ ン ，ロ

ーラ ン

ト ・フ ォ
ーク ト （BBU ） 他SPD 党員

　　IG メ タ ル 鉄鋼産業部門，新行動計画

に基 づ い て 週35時間労働の要求を掲げて 44

日間の 長期 ス ト

79年 6 月の 欧州議会選を視野 に い れ て緑を

め ざ す各団体代表者会議

1 ，24 ソ 連原子炉衛星 コ ス モ ス 954号 カ ナ ダ上空

　　 に て 分 解 炎 上。3 月 2 日 に は 200 レ ン トゲ

　　 ン ／時 の 放射線を出しつ づ け る破 片発見

3 ．12 仏総選挙第
一

回投票 ，左翼 48．4％ ，与 党 46．5

　 　 ％

4 ．25 伊方原発訴訟，国側勝訴

5．23〜6，3 初 の 世界軍縮会議 「軍縮に 関す る 国連

　　　特別総会 」149ケ 国政府 代表参 加

5 ．27 サ ン フ ラ ン シ ス コ ，ニ ュ
ー

ヨ
ーク にて 国際

　　　軍縮 駅 伝
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12　　西 ベ ル リン AL ，選挙綱領作成 。 院外運動

　　　の 結 集 体。エ コ ロ ジ ーを中心課題 と せ ず

19791

1

シ ュ ミッ ト首相，グ ア ドル
ー

プ の 米英仏独

4 ケ 国首脳会談で NATO の 米新型 ミサ イ

ル 配備 を 要請

ユ ダ ヤ 人大虐殺 を 描 い た 「ホ ・コ コ ース ト」

全国放映，ホ ロ コ
ー

ス ト現象お こ る

3．17〜181 諸組織代表500人 で 「そ の 他 の 政治結

　　　社
一

緑 の 人 々 」 SPV 」Die　Grtinen 結

　　　成 さ れ る （ズ ィ ン デ ル フ ィ ン ゲ ン ）。ハ ン

　　　ブ ル グBL ，西 ベ ル リ ン AL は オ ブザーバ

　　　
ー
参加 。欧州議会選 に ペ ートラ・ケ リ

ー
，ロ

　　　
ー

ラ ン ト ・フ ォ
ー

ク ト
，

デ ル ダ ・デ
ーゲ ン

　　　を決定

3　　 西 ベ ル リン 市議選AL 　5 ％超 え ら れ ず

3　　 ラ イ ン ラ ン ト≡プ フ ァ ル ツ 州議会 選
， 縁の

　　　人々 立候補で きず

1 ．1 米中外交関係樹立

2 イ ラ ン 革命

3 ．28 米 ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ス リ
ー

マ イル 島原発 で

　　
・
空前の 事故

3 ．31 西独最大の 反原子力集会 ，ゴ ア
ー

レ
ーベ ン

ー

　　　ハ ノ
ー

フ ァ
ー間 に 10万人 デ モ

4 ．1 オ ール タ ナ テ ィ ヴ 日刊紙 ，taz 創刊 。ド ゥ

　　　チ ュ ケ ，サ ル トル 支援する

5　　西 ベ ル リ ン 市議選 ，AL3 ．7％

5 ．8 ブ レ ーメ ン 市議選 ，「緑の リス ト」 2 ％

6　　 欧州議会選挙，「緑 の 人 々 」 結成後初 の 全国

　　　規模 の 選 挙 ，3．2％ （100万票）。　伊急進党

9130

万票 ，仏 ヨ ー
ロ ッ

パ エ コ ロ ジ ー党4．4％

バ ー
デ ン ＝ ヴ ェ ル テ ン ベ ル ク州緑 の 党誕生

600人 参 加

10．7 ブ レ ー
メ ン 市議選 1 「ブ レ

ー
メ ン 緑 の リス ト」

　　　5．14％ ，4 議席，AL ，1．3％ 。 州 レ ベ ル

　　　で 初議席 。 連邦緑 の 党結成 に むけて 加速

10　　ボ ン に て 原 発 反 対 集 会 ，西 独史上 最 大 の 120

　　　団体 ，10万人参加

10，17 ル ドル フ ・バ ー
ロ ，獄中生 活 2年余り の 後

　　　 に 東独 か ら西独 へ 放逐

10．23　「リシ ュ カ訴訟」

11　　 「緑 の 人 々 」全国組織結成準備会議 （オ ッ

　　　 フ ェ ン バ
ッ

ハ ），欧州議会 選 挙 が 好 成 績 ゆ え

　　　に様 々 な組織結集する

5 ．4 英総 選 挙 ，保 守党 勝 利 ，サ ッ チ ャ
ー

首相 に

　　　な る

6 ．18 米 ソ SAI．T 皿に調印

9 ．23 ニ ュ
ー

ヨ
ー

クに て 反原発集会，20万人

9 ．18 第34国連総会 ，婦人 に 対す る あらゆ る形態

　　　の 差 別 撤 廃条約 を採 択 （80年 7 月 17日，日

　　 本含め 51ケ 国署名）
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12．12．NATO 理 事会 ，三 重決議。西独 に はパ ー

　　　シ ン グ U　108基，巡航 ミサ イ ル 96基配備計

　　　画　　　　　　
．

12．24 ドゥ チ ュ ケ 死

1、9801

．12〜13　緑 の 党創立大会 （カール ス ル ーエ ）。

　　　二 重党籍 548対414で 否決。党結 成 90％

　　　の 賛成 で 決定 。 綱領 ， 役員人 事決 ま らず

1

2

第 12戦車師団長 バ ス テ ィ ア ン 司令官，中距

離核配備 IC反対 し，師団長解任 され る

ロ ル フ ・ホ
ー

ホ フ
ー

トの 『法曹
一家 』 出 版

され る

3 ．16 バ ーデ ン ＝ ヴ ュ ル テ ン ベ ル グ州議会 選 ，緑

　　　の 党5．3％ で 州 レ ベ ル で 第二 番 目の 州議会

　　　入 り

3 　　ロ イ ト リ ン ゲ ン 自転車推進運動グル ー．プ，

　　 市 の 自転車道 需要計画へ の 対案 と して 独 自

　　 の 計画案提出 。「旧市街環 状線」が 中心 の 考え

3．21〜23 緑 の 党連 邦代表者 会 議 （ザ
ー

ル ブ リ ッ

　　　ケ ン ），綱領前文 に 四 原 則 （底 辺 民主主義 ，

　　　社会性 ，エ コ ロ ジー，非暴力）。初代代表

　　　に P ．ケ リ
ー
，ハ オ ス ラ イ タ

ー，N ．マ ン 。

　　　　左派提案 〔賃金同
一

の まま週 35時間労働〕

　　　が 穏健派 〔賃金を減 らし，35時間労働〕を

　　　賛成多数で破り，可決。フ ェ ミ ニ ス ト対保

　　　守派 の 対立 顕著 に

4　 ザ ール ラ ン ト州議選 ，緑 の 党2，9％

5　　 ノ ル ト ラ イ ン ＝ヴ ェ ス ト フ ァ
ーレ ン 州議選 ，

　　 緑 の 党 3 ．O％

5 ．3　「ヴ ェ ン トラ ン ト自由共和国」が 「独立」，

　　　ゴ ァ レ ーベ ン 再処理工 場建設予定地 に 「反

　　　原 発 村」作 られ ，テ ン ト数 110，常駐者 300

　　 人 で ，予定地占拠

6　　緑の 党大会 （ドル トム ン ト） ，後任 に グル

　　　ール と デ ィ
ーター ・ ブル ク マ ン が 争 い ，ブ

　　　ル ク マ ン 勝つ
。 グル ール に とっ て ，敗北は

　　　脱党へ の 契機とな る。

6　　 ギュン ター・グ ラ ス ，r頭脳 の 出産』上梓

12　 米上院SALT 冠否決

12．27 ソ 連 ，ア フ ガ ニ ス タ ン へ 軍事介入

4 ．15 仏 ・ラ ・ア ーグ核燃料 公社 の 再処 理 工 場 で

　　 火災事故

5 非核太平洋会議 に て 非核 太平洋宣言と 独立

を 求 め る非核太 平洋人 民憲章

620 ス ウ ェ
ーデ ン 議会 ，2010年まで 原発操業完

　　　全停止決議

7　　 米大統領，指令59号 に て ，限定核戦争 の 可

　　 能性示唆

7 ．1 ポ ーラ ン ドで 食肉値上抗議 ス ト始 ま り，全

　　 土 に波及
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9

9

ペ ン ク ラ ブ
、 大衆 の 煽動 と世論操作を行 う

シ ュ プ リン ガ
ー

コ ン ツ ェ ル ン に対して 執筆

拒否 を 決 議

ゲ ッ チ ン ゲ ン 市に女性の家 つ くられ る

10．19 ボ ン に て 5千 人 集会 ，精神患者，元患者 ，

　　　関係者 ら出席

10　　連邦議会選挙 ，緑 の 党 ，国政 レ ベ ル の 選挙

　　　に 初参加 1．5％

11　　贖 の 印 ・行動／平和奉仕ASF ，第
一

回平

　　　和週 間，西独各地で 開催

11．15〜16　ク レ ー
フ ェ ル トに て 反核 シ ン ポ ジ ウ

　　　ム ，ク レ
ー

フ ェ ル ト宣言だ さ れ る 。 8人の

　　　発起人 は プ ロ テ ス タ ン ト神学者 マ ル テ ィ ン

　　　ニ ーメ ラ
ー

， 元国防軍司令官 バ ス テ ィ ア ン ，

　　　緑 の 党代表 P ．ケ り
一
，元社民党連邦議員

　　　カ ル ル ・ ベ
ッ

ヒ ェ ル ト，自民党幹部会員 ク

　　　リス トー
ブ

・シ ュ トレ ッ サ
ー
，ドイッ 平和

　　　連盟 か ら ヘ ル ム
ー

ト・リ ダ
ー

と ヨ
ー

ゼ フ ・

　　　ヴ
ーバ ー，そ れ に ゲ ス タ ・フ ォ ン ・ウ ェ ッ

　　　キ ル 。 以降宣言へ の署名運 動全西独 に 広が

　 　 　 る

11．26 ミ ヒ ャ エ ル ・エ ン デ ．ド イ ツ 児童文学 ア カ

　　　デ ミー賞受賞記念講演

1981

2 ．2 ハ ン ブ ル グ市社民党 ，党中央 の方針に反 し

　　 て プ ロ ク ドル フ 原発建設反対決議

2 ．28 プ ロ ク ドル フ 原発建設 の 再開 に 反対 して 5

　　 万人が デ モ

3　　 統一地方選 ，ヘ
ッ

セ ン 州 フ ォ ル クス マ ル ゼ

　　　ン （核燃料再処理 工 場建設予定地） に て ，

　　 緑の 党41．6％，後 ，建設不可能 に

4　　 ク レ ーフ ェル ト宣言署名30万人

4 ．4 ボ ン に て ，米核 ミサ イル 配備 に 抗議 して 25

　　 万人 デ モ

4　　 西 ベ ル リ ン ，空家占拠闘争支援 に 3 万人 デ

　 　 　 モ

7 ．2f 太平洋 へ の 核廃棄物投棄 に 反対す る マ リ

　　 ア ナ 同盟 」代表が 科学技術庁に投棄計画抗

　　 議

8 ．14 ポ ー
ラ ン ド，造船 ス ト

8 ．17 ポー
ラ ン ド，統

一ス ト委結成 ，政府 に 16項

　　　目要求

9 ．15 米 ，
ノ
ー

ス ダ コ ダ州 ，
グ ラ ウ ン ド フ ォ

ー
ク

　　 ス 空軍基地 で ，核兵器塔載 の B52戦略爆 撃

　　 機 が炎上

9 ，20 米 ，ア
ーカ ン ソ

ー州，ダ マ ス カ ス 近郊IC−

　　 BM 地下貯蔵庫 で ，ロ ケ ッ ト推進 然料の 爆

　　 発事故

9 ．22 ポ ーラ ン ド 「連帯」創設 ， 委員長 に ワ レ サ

10．26 英 ，ロ ン ド ン に て CND （核軍縮運動）等

　　　の 主催 で 10万人 の 反核集会

11．4 米大統領 に レ
ーガ ン 当選

4　　米原潜 ，日本 の 貨物船 「日昇丸」 に衝突 ，

　　 原潜
一

部破損
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5 西 ベ ル リ ン 市議選 ，オ
ー

ル タ ナ テ ィ ヴ ・

リス トAL （
’85．61c緑 の 党 に 合流）7．2％。

キ リス ト教民主 同盟47．9％戦後最高票 。

市長候補に ヴ ァ イ ツ ゼ ッ カー
現大統領 。

緑 の 党 ，ク ロ イ ツ ベ ル ク 区議会 で 15．8％

5 ．14 ク レ ー
フ ェ ル ト宣言署名80万人 を こ す

6．21〜26　ハ ン ブ ル ク に て ド イ ツ 福音 教 会 全 国大

　　　会 。 ASFtC よ る ア ピール
。 平和運動 の フ

　　　 ォ
ー

ラ ム と な る

8　　西 ベ ル リ ン ，住 宅 占拠件数 170

8 ．20 西 独作家 150名 ，反核 ア ピ ール

9 ．5 シ ュ トウ ッ ケ ン ブ ロ
ッ ク に て 反核 5 千人集

　　 会 ，国防軍兵士 も参加

910 核戦争 の 危機を警告す る医師 の 会議

緑 の 党 ，オ ッ フ ェ ン バ
ッ

ハ に て 党大会 。 三

人 の 代表 に P ．ケ リー，デ ィ
ータ

ー・ブ ル

ク マ ン （共 に 再選），マ レ ン ・ グ リ
ー

ス バ
ッ

ハ を選出

10．10 ボ ン に て ASF 主催 の 平和集会 。 20数万人

　　　参加 ，西独史上空前 の 人数 。
シ ュ ミッ ト首

　　　相の 発言 「ソ 連を利す る」 に もか か わ らず

　　　社 民 党 連 邦議 員 20人参加

10

11

西独最大の青年団体（500万人）「ドイ ッ 連邦

青年評議会 」 DBJR が各州代表者会議を

開 き，反 核 に て
一致

ヘ
ッ セ ン 州，空港団結小屋 徹去

1982

3　　 Stattwerke（代 わ り の 事業所） オ
ー

ル タ ナ

　　　テ ィ ヴ の 銀行 開 設

3、　 国勢調査 ，超党派で 連邦議会 に て 議決

3 ．21 ニ
ーダ ーザ ク セ ン州議 選 ，緑の 党6．5％

　　　 （＋ 2 ．6％） で 11議席

3 　　 シ ュ レ ース ヴ ィ ヒ ，ホ ル シ ュタ イ ン 州議選

　　　に 「キ
ー

ル 外国人制限党」加わ る

3　　グル ール ，「エ コ ロ ジー民主党」 を 結 成

5 ．10 仏 に ミ ッ テ ラ ン 政権 。 続 い て 南 欧 ギ リ シ ア ・

　　　ス ペ イ ン に も社会主義政権

6 ．14 ス イ ス 政府提出の 男女平等提案 を 国民投票

8 ．6 米 レ ーガ ン 政権 ，ヒ ロ シ マ ・デ
ー

に ，使 え る

　　 核兵器 中性子 爆弾製造決定

8 ．6〜9 パ リに て欧州初の ヒ ロ シ マ ・ナ ガ サ キ デ
ー

9 ．10 ポ ー
ラ ン ド連帯第

一
回全国大会 ，

　　 言採択

7 項 目宣

11，17〜18　東 ベ ル 1丿ン に て 東西 ドイ ツ 作家会議

11．18 レ ーガ ン 大統領，ゼ ロ オ プ シ ョ ン 発表

12．13〜14　東 西 ドイ ッ 作家対話集会 （東ベ ル リ

　　　 ン ）

2 ユ3 ドレ ス デ ン 平和集会 ， 東独 で も正 しい 対癒

　　 が あれば核戦争 に 生きの びる こ とが可能 ，

　　　との 政 府 に 抗 議
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3 ．31 ス リー
マ イ ル 島原発事故後 3 年 ，ゴ ァ レ ー

　　　ベ ン 再処理工 場建設反対 デ モ 10万人

4，9〜12 復活祭大行進 ，1961年来 20年 ぶ りに 行

　　　われ る。国連軍縮総会 へ 向けて 欧米各地 で

　　　軍拡に 大抗議行動

4

6

ハ ン ブル グに 乳児 と学童保育所を兼ね た 「

子 供 の 日中の 家」 オ
ープ ン

ドイ ツ 福音教会 の 全国大会 。 こ れまで で 最

大規模の 12万人 の デ モ

6 ．6 ハ ン ブ ル グ市議 会選 ，「オ ール タ ナ テ ィ ヴ リ

　　　ス ト」 AL と 「緑 の リス ト」 GLU は 連合

　　　し，GAL と して 参加 。 7．7％．の 得票
」

6．18〜25　国際文学会議 （ケ ル ン ），東西 ドイ ッ の

　　　作家 た ちの 協力 で 開催 。 「あ らゆる大量殺戮

　　　兵器 の 完 全 な 廃棄，平和 で 人間的な状態 を

　　　地球上 の い た る と こ ろ に作 りだす」 決議

7　　 イザ ール 原発に ，国内 で は 5 年ぶ りに 建設

　　　許可

9 ．17 ゲ ン シ ャ
ー

外相 ら自民党 4 閣僚辞任

9 ．26 ヘ
ッ セ ン 輾議会選 ，緑 の覚 8 ％ （＋ 6％）。

　　　大都市，空港建設地域 で 伸長

10．1 連邦 議会 ，ヘ ル ム ー
ト ・シ ュ ミ ッ ト首相 の

　　　交代 を求めた 「建設的不信任案」を賛成多

　　　数で 可決 。 後継首相 に キ ・民主党 の ヘ ル ム

　　　ート。コ ール 党首を選出

10．9〜10　 ビーレ フ ェ ル トに て 「労働 の 将来 に っ

　　　い て の 会議」

10．10 バ イ エ ル ン 州議会選 ，緑 の 党4 ．6％ （＋

　　　2 ．8％ ）で 5 ％ の ハ ードル 超 えられず

11．12〜14　緑 の 党連邦代表者大会 （バ ーゲ ン ），

　　　138項 目の うち女性問題 に一度だけ しか ふ

　　　れず，性分業を 問題 に して い な い 綱領提案

　　　 に女性たち抗議

11　　民主社会党結成

11．30 バ ー
デ ン ＝ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク州新条例成 立

　　　 「暴力デ モ の 場合 ，出動 した警官 の 費用 は

　　　 デ モ 隊 が 払 う」

12．12NATO 二 重決議 3 周年 ，各地で 抗議行動

12．19 ハ ン ブ ル ク出直し選 ，GAL （緑 の 党 ＋ オ

　　　ール タ ナ テ ィ ブ ・リス ト）6．8％ （
− O．9％）

t983

1．15〜16　ズ ィ ン デ ル フ ィ ン ゲ ン に て 緑 の 党連邦

　　　代表者大会 。 経済政策合意 ，資本主 義も現

6 ．12 ニ
ュ
ーヨ ーク 反核大集会。米国史 上最 大

　　 100万人 参加

’10．10 ア ウ シ ュヴ ィ ッ ツ で 死刑囚 の 身代 わ りに な っ

　　　 て殺され た コ ル ベ 神父の 列聖式 （バ チ カ ン 〉

1 ユ 4 ポーラ ン ド，

　　 拒否さ れ る

ワ レ サ 連帯委員長 ，職場復帰
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1

2．18〜20

実 に 存在する社会主義も破綻との 認識 で ，

自主管理企業を主 張 。 労働の 再配分 ，エ コ

ロ ジー
に 基 づ く投資を表記 。 緑 の 原理派

（R ．バ ー
ロ ） と左 派 （R ．トラ ン ペ ル ト）

との 合同案

ヘ
ッ セ ン 州緑 の 党連邦議会議員候補指名 に

女性一人も選ばれず

　　緑 の 党 主 催 「東 西 の 先 制攻撃用兵器 と

大量殺戮兵器 に 反対す る国際法 廷 」（ニ ュ ル

ン ベ ル ク ）開か れ る

226 妊娠中絶 の 自由化 を
，
9000人 の 女 性要求

　　　 （カ
ー

ル ス ル
ー

エ ）

3 ．6 連邦議会 選 ，緑 の 党5．6％ （＋ 4．1％ ） 27

　　 名の 議員 （男性17名〉で 連邦議会初進出 。

　　 女性議員 の 割合最 も多い

3 ．9 リューネ ブル ク駐屯の 国防軍野戦砲部隊第

　　　三 中隊が 非核宣言

3 　　ダル ム シ ュ タ ッ ト，カ ッ セ ル ，ニ
ュ ル ン ベ

　　　ル ク ，リ ン ダ ウ等 11都市 に て 非核宣言

4 ．13 連邦憲法裁判所 ，国勢調査 の 執行停止仮処

　　 分。「国勢調査 ボ イ コ ッ ト連絡会議」 VO −

　　　BO の 全国的運動 ，
「政 治 家 は 問 う，市民

　　　は答 え な い 」を ス ロ
ーガ ン に行動開始

4 ．22 『シ ュ テ ル ン 誌』 ア ドル フ
・ヒ トラーの

　　　 「秘密 の 日記」 の 連載

4 ，27 国勢調査実施予定 日，政府調査断念

5

5

5

6

ヘ
ッ セ ン 州緑 の 党 ，州議会 に 州職員代表法

提出，州 の 公共機関 で 共同決定 の 拡大 を め

ざす

欧州核軍縮運動 END ，第 二 回欧州軍縮会

議 （西 ベ ル リン ）。 東西 の 核軍拡を非難 ，

東側底辺平和運動 を 招待 。 会議終了 後，緑

の 党連邦議員 P ．ケ リ
ー

，
G ．バ ス テ ィ ア

ン
t ア レ キサ ン ダ

ー
広場 （東 ベ ル リン ）に

て 軍縮 を訴え ，逮捕 され る

人智学グル ープ に よ る ヴ ァ ル ドル フ 大学設

立が認可 され る 。 理 事長 コ ン ラ
ー

ト ・シ リ

ー。西独初 の 私立大学 。

ハ ノ
ー

フ ァ
ー

に て 緑 の 党臨時党大会 o 労組

・社民左派 との 左翼共闘 （R ．トラ ン ペ ル

ト） と，社民労組 との 共闘 で は な く．保守

的国民 と の 連合 （R ．バ ー
ロ ）構想 の 路線

論争

3 ．5 オ
ー

ス ト ラ リア 総選挙 ，労働党政権成立

3 ．6 イ タ リ ア 共産党第 16回大会 ，r歴史的妥協」

　　　を や め 社会党との 連合を め ざす 「民主 的 選

　　 択」採択

3 ．8 ブ リ ュ ッ セ ル に て 国際婦人 デ
ー

に 25ケ 国 ，

　　　1万人 参加

5 ，23 モ ス ク ワ 放送国外向け英語放送 ニ
ュ
ース 番

　　 組 に て ア ナ ウ ン サ
ー，ア フ ガ ン 侵攻を非難

5 ．26 秋田沖で M ．7．7の 地震。原発論議 に 影響与

　 　 え る
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7 ，7 ツ ィ マ
ー

マ ン 内相 （CSU ）とエ ン ゲ ル ハ

　　 ル ト法相 （FDP ）デ モ 規制の 強化

7 ．18　『シ 」 ピーゲ ル 』 誌 ，家庭内暴力 に っ い て

　　 長大論文掲載

7 ．20 政府 ，ガ ソ リン を動力 とす る乗用 車に対す

　　　る ア メ リカ の 排 ガ ス 規制値を 86年 1月 1 日

　　 を 目標 に 踏襲す る決定 （後 に 撤回）

8 ．3 ヘ
ッ セ ン 州議会 ，州内駐屯の 米軍部隊司令

　　 官を招待。緑の 党 シ ュ バ ル バ ホ
ー

ト議員 の

　　　 「血 の 軍服 事件 」

8 ．9 緑 の 党 ，ク ラ ウ ス ・ヘ
ッ カ

ー
連邦議員 （緑

　　 の 党 ） に 辞職勧告

9 ．1 ハ ン ブ ル グ，ボ ン ，西 ベ ル リ ン ，シ ュ ト ゥ

　　　 ッ ト ガ ル ト に て 計100万人 の 参加 で ，核 ミ

　　　サ イ ル 配備反対 の 行動 。 シ ュ ト ゥ ッ トガ ル

　　　 トーノ イ ウ ル ム 間100km を10万人 が 人間の

　　　鎖

925 ヘ
ッ セ ン 州議会選 ，緑 の 党 5．9％← 2．1％）

10．13〜22　 反 ミサ イ ル 運 動
一

反核行動週間

10．13 ブ レ ー
マ
ーハ ー

フ ェ ン 米軍補給基地封鎖 デ

　　　モ 6 千人 。 250人逮補

10．22 シ ュ トゥ ッ トガ ル トー ノ イ ウル ム 間世界
一

　　　長 い 人間 の 鎖 ，22万人 。 450人逮捕

IO　 緑 の 党連邦議員 ，
　 P．ケ リ

ー
， 0 シ リ

ー，

　　　G ．バ ス テ ィ ア ン ，東独議長 に 招 か れ る 。

　　　東 独 国 内の 平 和運動弾圧 に 抗議

11．12 連邦議会 ，パ ー
シ ン グ H ，巡航 ミサ イ ル 配

　　　備 を 可 決。与党連合 ，連邦議会 に て 配備賛

　　　成

11．29 持ち株会社ブ リ ッ ク社 の 不正政治献金 に 絡

　　　む 贈収賄 事 件 を 捜 査 中の ボ ン 地検 は ，ラ ム

　　　ス ドル フ 経済相の 起訴を決定

12．1 外国人 の 帰国促 進 法発効，30万人が ドイ ツ

　　　を去 る

12．28 国民投票／成熟 した 民 主 主 義運動 （バ ーデ

　　　 ン ＝ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク州 ，ア ッ
バ ベ ル ク）

　　　が ，「国民請願 に よ る国民投票 を 実 施 可 能 に

　　　す る た めの 連邦法」を要求

19841

．16 レ ーゲ ン ス ブ ル ク 地裁 ， 建設中 の イ ザ ール

　　　原発 2号 の 工 事停止 を命ず る判決

8 ．21 フ ィ リ ピ ン ，ベ ニ グ ノ
・ア キ ノ 元 上院議員

　　 暗殺さ れ る

9 ．1 大韓航空機事件

10．15〜22 欧州反核行動 週間 ，戦後 最大 の 大衆

　　　運 動 に 。 全 欧 で 200万 人 参加

11．10 イ タ リア
・ト レ ン トの地方県議会 へ 「緑 の

　　　の リス ト」初参加 ，3 ％

11．10 マ ル テ ィ ン ・ル タ
ー
生誕 5 百年祭に ロ ーマ

　　　教皇 パ ウ u9 世 ，信書 。
ル タ ーを評価。破

　　　門撤回 に ふ れ ず

12．8 フ ィ レ ン ツ ェ に て イ タ リア 「緑 の リス ト」

　　　全国総会

12．30 原子炉塔載 の ソ 連衛星 コ ス モ ス 1402が 原子

　　　炉故障 で 落下

1 フ ラ ン ス 環境党創立
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2　 　 ク レ
ー

フ ェ ル ト宣言 の 発起人 グル
ープ よ り

　　　P ．ケ リ
ーと G ．バ ス テ ィ ア ン 脱退

3　　 バ ー
デ ン F ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク州議会 選 ，緑

　　 の 党 8 ％ （＋ 2．7％）

3　　緑 の 党内 に フ ラ ク シ ョ ン ，エ コ リペ ラル 派

　　 誕 生

4 ．3 緑の党，議員団代表 3人，議員団幹事長 3

　　 人 に すべ て 女性 を 選 出。代 表 ヴ ァ ル トラオ

　　　 ト・シ ョ ッ
ペ ，ア ン テ ィ エ ・フ ォ ル マ

ー，

　　　ア ン ネラ リ
ー・ボ ル ク マ ン ，幹事長 ク リス

　　　タ ・ニ
ッ ケ ル ス

，
エ
ー

リカ 。ピ ッ ケ ル ス ・

　　 ハ イ デ マ リ
ー・ダ ン

4 ．5　rは て しな い 物語』封切 り。一
週間 で 200

　　 万人 の 観客

423r シ ュピ
ー

ゲ ル 亅 誌 ，4 月23日号 よ り 6週

　　　に わ た りR ，シ ュ タ イ ナ
ー

の 人智学 の 人 々

　　　に つ い て特集する

5　 　西 ベ ル リ ン の オール タ ナ テ ィ ブ ・リス トA

　　 L ，執行部 に 8 人全員女性を選出

5 ．22 連邦議会 ，第 6代大統領 に ヴ ァ イ ツ ゼ ッ カ

　　　
ー

氏を選 出

6

9

第二 回欧州議会選 ，西独緑の 党8 ．2％ （ベ

ル ギ
ー
緑 の 党 8 ％ ，

’
オ ラ ン ダ ，

フ ラ ン ス
，

ル ク セ ン ブル グで は 4 〜6 ％）

ノ ル ト ラ イ ン ＝ヴ ＝ ス トフ ァ
ーレ ン 州議会

選 ，緑 の 党 8．6％

10．8〜9 シ ュ タ
ー

デ 原発 か ら ゴ ア レ ーベ ン 貯蔵施

　　　設 へ 210個 の 放射性廃棄物入 りの ド ラ ム 缶

　　　輸送 。 反対派2000人 ，封鎖行動

11　 従来 の 身分証明書 の コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に よ る

　　　読 み とり化 に 反対 の 運動。政府 ，
一

時的断

　　　念

ll．3 西 独 政 府 に よ れ ば ，東 独 政 府 は 国境線上 に

　　　設置 して い た 5．5万基の 自動散弾銃発射装

　　　置 の 撤去 を 完了 。 撤去は 西独が 東独へ 十億

　　　マ ル ク の 銀行借款供与 に 同意 した 見返 り

12．7〜9 緑 の 党大会 （ハ ン ブ ル グ）。 R ，バ ーロ ，

　　　緑の 党 の 既成政党化 を批判。ヘ
ッ

セ ン 州の

　　　連合を め ぐり 「社民 との 協力の 是非を現時

　　　点で 決め る必要な し」

1 ．18 三井石炭鉱業三 池鉱業所の 有田 鉱 で 火災，

　　 83人中毒死

3 ．21 チ
ーム ス ピ リ ッ ト

’84に 参加 の 米空母 が ，

　　　ソ 連 の 原子力潜水艦 と 日本海南部 で 衝突

3 ．28 旧 土 呂久 鉱 山 ヒ素 汚 染 で 宮崎地裁 は 住友鉱

　　　山 に 5億円 の 支払 い を命じ る

5 ．14 国際 ペ ン 大会 （東京），「核状況下 に お け る

　　 文学」を テ
ー

マ に 開催

8 ．27 「グ リ
ー

ン ピ ー
ス 」 と英全国海員組合 が ，

　　　仏か ら日本 へ の プル トニ ウ ム 移送阻止 ，と

　　　発表

9 ．7 解放 の 神学 の レ オ ナ ル ド・ボ ブ 神父 ，ロ
ー

　　　マ 法王 庁 で 査問 を う け る

10，1〜12　 ア ジ ア
・オ セ ア ニ ア 地方 セ ミナ

ー
，野

生 動物国際取引 に 関 す る ウ シ ン ト ン 条 約 の

施行を テ
ー

マ に 開催

11．6 レ ーガ ン 大統領再選

12．10 ロ
ー

マ 法王庁，ニ カ ラ グ ア 。サ ン デ ィ ニ ス

　　　タ政 権 の 教 育相 カ ル デ ィ ナ ル 神 父 を 「解 放

　　　の 神学」 ゆえ に 破門
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19852

．4 核燃料再処理会社DWK ，「年間処 理能力

　 　 350 ト ン の 大型再処理 工 場を ヴ ァ ッ カー
ス

　　　ドル フ に建設 」 と発表

2 ．16 イ ザール 原発抗議集会 （シ ュ
バ ン ドル フ ），

　　 緑 の 党，カ ト リッ ク教会，ロ ベ ル ト 。ユ ン

　　　グ，社民党 ，CSU 有志 らが参加，3 万 人

2

3

3

3

ヨ ーゼ フ ・ボ イ ス と ミ ヒ ャ エ ル ・エ ン デ ，

芸術と政治 に つ い て 自由国民大学 で 対談 （

ア ッ
バ ベ ル ク とヴ ァ ン ゲ ン ）

オ ス カ ー。ラ フ ォ ン テ
ー

ヌ ・ザ ール ラ ン ト

州 首相 ，緑 の 党 に 政権参加か対決 か の 二者

択
一を 迫 る

ザ ール ラ ン ト州議 会選 ，緑 の 党2 ．5％ ，S

PD 単独政権 。 0．ラ フ ォ ン テ ーヌ と ヨ
ー

ゼ フ
・ラ イ ネ ン （社民党）の 「反核 コ ン ビ」，

ザ ール ラ ン ト州 の 西独復帰 以 来初 め て キ リ

ス ト教民主覚の 牙城 を破 る

西 ベ ル リ ン 市議選
，

オ ール タ ナ テ ィ ヴ リス

トAI ．，10．6％ （＋ 3．4％ ）。 社民党 は 32。4％

（
− 5．9％） で 戦後最 低

5 ．12 ノ ル ト ラ イ ン ＝ヴ ェ ス ト フ ァ
ーレ ン 州 議選

　　 緑 の 党 4．6％

5　　 ヘ
ッ

セ ン 州首相 （SPD ），緑の 党 に政権参

　　　加を要請 ， 新設 の 環 境 エ ネル ギ ー省 に 大臣

　　　ポ ス トの 提供案 。
ヘ

ッ
セ ン 州緑 の 党 は ，加

　　　え て 女性問題省 の 新設 と大臣 ポ ス トを逆提

　　　案

6 ．4 ミ ュ ン ス タ
ー
上級行政裁判所 ，ア

ーハ ウス

　　　に 建設中 の 使用済核燃料中間貯蔵施設 の 建

　　　設 に一時中止命令

6．22〜23 緑の党大会 （バ
ー

ゲ ン ）。 西 ベ ル リン の

　　　AL ，連邦緑 の 党 へ の 参加

6 。30 ヘ
ッ

セ ン 州SPD 特別党大会。 総数233票

　　　中 ，219票の 賛成 に て 緑 の 党 との 連合決議

9　 ヴ ォ ル フ ガ ン ク 。ア
ーベ ン ト U 一卜死

10，20〜21　緑 の 党女性大会 に て 218条削除 を大

　　　多数 で 決定

12．19　「家 庭 科 教 育検討会議」，高校家庭科 の 「女

　　　子 だ け必修を改め る」最終報告書提出

3　　 国立 日 本文化研究所 （仮称 ）の 設立 に 関す

　　 る梅原私案を中曽根首相に 提出

7　　国連 「国際婦人 の十年 」最終年 ，ナ イ ロ ビ

　　 会議

7 ．10 ニ ュ
ージー

ラ ン ドで グ リ ン ピース の 核実験

　　 抗議船 ，爆破さ れ る

10　 世界 の 気象学者 29人 が フ ィ ラ ッ ク （オ ース

　　　 ト リア ） に て 炭酸 ガ ス ，フ ロ ン ガ ス 等 の 温
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10．21 ギ ュ ン ター・ヴ ァ ル ラ フ ，『最低辺』を発行

　　　86年 3 月 ま で に 200万部 に 達す る

10．24 ヘ
ッ セ ン 州議会 ，SPD と緑 の 党 で ベ ル ナ

　　　ー首相 （SPD ）を選出。

10　 ヘ
ッ セ ン 州緑 の 党大会 （ノ イ イ

ー
ゼ ン ブル

　　　ク），党員4300名中llOO名参加 で SPD との

　　　連合政権 に 2／ 3の 多数

12　 バ ーデ ン ＝ヴ ュ ル テ ン ベ ル ク 州緑の 党 ，州

　　　全党員 に ロ
ーテーシ ョ ン の ア ン ケート。回

　　　答率63％ 。 議員任期 （4 年）途 中の ロ
ー

テ

　　　ー
シ ョ ン に 90％ が 反対

12．6 マ イ ン ツ 市 に て 女性用夜間割引 タ ク シ
ー

案

　　　が ，SPD と緑の 党の 賛成に よ り可決

12．ll ヴ ァ ッ カ ース ドル フ 核燃料再処 理 工 場 ，建

　　　設工事始 める

12．12 ヘ
ッ セ ン 州 に て 西独史上初 の 州 レ ベ ル で の

　　　社民党 SPD と緑 の 党 の 連合政権成立 。 緑

　　　の 党 よ り ヨ シ ュ カ ・フ ィ ッ シ ャ
ーが 環 境エ

　　　ネ ル ギー相 ，マ リ
ー

タ ・ハ イ バ ッ ハ が 女性

　　　問題 担当次官 に

12．13〜15 緑 の 党大会 （オ ッ フ ェ ン ブ ル ク ）。

　　　 「直接民 主 主義宣言 」の 決議。党大会を中

　　　断 して ヴ ァ ッ カース ドル フ 核燃料再処理工

　　　場反対の デ モ へ
。 党代表の 1人 ユ タ ・デ ィ

　　　 ッ ト フ ル ト ら逮捕 さ れ る

19861

．7 ヴ ァ ッ カ ース ドル フ 再処理 工 場建設 に 反対

　　 す る運動 に て 500人 逮捕さ れ る

1 ．12 緑 の 党創立者 の
一

人社 会 彫 刻 家 ヨ ーゼ フ
・

　　 ボ イ ス ，「緑の 党 は政治的展望を も っ て い な

　　 い 」 と批判

1 ．23 ヨ ーゼ フ ・ボ イ ス 死

2

23

緑の党大会 （バ
ー
ゲ ン ），中断 した党大会の

継続 。 金属労組幹部 ハ ン ス ・ヤ ン セ ン 演説

す る

失業者数 259．3万人 （10．4％）

米戦 略防衛構想 SDI の 研究に ，民間企業

と研究機関参加 の 合意

4 ．29 ツ ィ マ
ー

マ ン 内相 ，チ ェ ル ノ ブ イ リは 「2

　　 千 キ ロ 離 れ て い るの で 危険な し」 と発表

4 ．30 内務省管轄の 気象台が 「北東風が ス カ ン ジ

　　　ナ ビ ア よ り吹 きチ ェル ノ ブ イ リ放射能雲 は

　　 心配 な し」 と発表

室 ガ ス 増 加 の ため ，「気象の 温暖化 は不可避」

と警告

4 ．26 チ ェ ル ノ ブ イ リ原発事故，地球
一

帯 に 汚染

広 が る

187

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

24 田　村　光　彰

4 ．30 ミ ュ ン ヘ ン ，レ
ー

ゲ ン ス ブル ク に て そ れ ぞ

　　　れ 2700ピ コ キ ュ リ
ー

（100ベ ク レル ），3848 ピ

　　　コ キ ュ リー（142ベ ク レ ル ）を記録 ， 平常値

　　　の 45倍，政府公式発表 は 平常値 の 6 〜7 倍

5 ．1 ツ ィ マ
ー

マ ン 内相 ，各気象台 ，研究機関 に

　　　対 して 「
一

般市民 や報道機関 に 対 して 放射

　　　能測定値を公開 して は な らな い 」 と指示

5 ．2 政府諮問機関 の 放射線防 護委員 会 記 者会見

　　　。牛 乳 1 リ ッ トル 中の ヨ ウ素131の 許容量

　　　を 500ベ ク レ ル に 引きあげ る （現行許容量

　　　の 14e 倍 ）

5 ．2 バ イ エ ル ン 州政府 「4月30日 の 測定 は平常

　　　の 45倍 に 達 して い た 」と発表

5 ．2 ヘ
ッ

セ ン 州社民
一緑 の 党連立政府，（1）牛 の

　　　放牧 を控 え る よ う農家に勧告，  牛乳 1 リ

　　　ッ トル 中 の ヨ ウ 素 131の 許容量 を 20ベ ク レ

　 　 　 ル に

5 ．3 ボ ン に て 21年ぶ りの ラ イ ン 河花火大会，30

　　 万人 ， 夜 11時開 始。降雨。ボ ン 大学放射線

　　 核物理研究所 に よ る調査 ，ヨ ウ 素131
，
132

　　　セ シ ウ ム 137 ，134 ，ラ ン タ ン 140，ル テ ニ ウ ム

　　　103，テ レ ル 132の 多 量 放 射能 を検 出

5 ．5 西独政府 ，東欧 か らの食糧輸入を全面停止

5 ．7HKG 社 の 黒鉛減速炉 ，フ ィ ル タ
ー

故障 に

　　　よ る放射能放出事 故 。大気汚染 は チ ェ ル ノ

　　　ブ イ リに よるもの ，と責任転嫁して 事故報

　　　告怠 る

5 ．8 放射線防護委員会 ，「飲料水 の 放射能 汚染測

　　　定」 を や め る よ う勧告

5 ．8 ヘ
ッ セ ン 州 政 府 ，汚 染農作物鋤 き返 しを指

　　　示

5 ．9 核廃棄物最終貯蔵庫ゴ ァ レ ーベ ン に抗議行

　　　動

5 ．9 社民党 ， 中期見通 しの 中で ，原発 の 停止を

　　　発表

5 ．9 南バ イ エ ル ン 州の 土壌汚染，ヨ ウ 素131で

　　　 5 万 ベ ク レ ル ／   。 西欧最大 の 汚 染値

5 ．11 ミ ュ ン ヘ ン ICて 市民 に 「正確 ，十分な情報

　　　提供」 を 目標に 『汚 染通信 』 第 1 号発刊

6 ．15 ニ
ー

ダ
ーザ ク セ ン 州議会選 ， 緑 の 党 7．1％

　　　 （＋ O ．6％ ）

6

8

コ ール 政権 ，
環 境省 を 新設。名称を 「環境

保護 ・原発安全省」 に

社民覚大会 （ニ ュ ル ン ベ ル ク ）。 新綱領草

案 ，「原子力な しの エ ネ ル ギ
ー

安定確保 」。
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　　　ヨ ハ ネ ス ・ラ ウ副党首を連邦首相蝶補 に 選

　　　出

9．13〜10，10 核 ミサ イ ル ・パ ー
シ ン グ E 配備基 地

　　　 ム ー トラ ン ゲ ン 「封鎖 の 秋」。非暴力 に 基づ

　　　く市民的 不 服 従 の 展開。1500人逮捕 さ れ る

10　　コ
ール 首相 ，ア メ リカ雑誌 との イ ン タ ビ ュ

　　　ー
に て ゴ ル バ チ ョ フ ソ 連書記長をゲ ッ

ベ ル

　　　 ス 宣伝相 と並べ て 論 じ る

10．11 ハ
ッ セ ン バ

ッ
ハ 米軍基地周辺 に て 巡航 ミサ

　　　 イ ル 96基 の 配備 に 反対 して 18万人が 人間 の

　　　鎖

10　　バ イ エ ル ン 州議会選 ， 緑の 党初議席

11 ，9 ハ ン ブル グ市議選 ，緑 の 党 GAL 全員女性

を立候補さ せ 13議席，10．4％

10．11 レ イ キ ャ ビ ッ ク 会談

11　 イ タ リア ，フ ィ ナ レ ・リ グ リに て 全国 「緑

　　　の リス ト連 合」 第
一

回 総 会

註

｛重〕杉谷真佐子 「オ ール タ ナ テ ィ ヴ と して の 労働者文学 運 動」 r新 日本文学 亅新日 本文学会　p．145　1986

　 第 11／ 12号　Na468

｛2｝ 高田昭彦 「草 の 根 運 動 の 現代的位 相」r思 想 』 岩波書店　p．176　1985．11Na737

〔3） 竹本洋 二 「西 ドイ ッ の オ
ール タ ナ テ ィ ヴ運動」r技術 と人間』技術と人間社 　p．921982 ．3

｛4） ハ ン ス ・ヴ ェ ル ナ
ー・リ ュ トケ ，オ ラ

ー
フ ・デ ィ ネ共編 ，荒川宗晴他 4 名共訳 r西 ドイ ツ 緑 の 党 とは

　何 か 」 人 智学出版社　p．374　1983

（5） 高田 昭彦 「草 の 根運 動の 現代的位相 」 p．178

（6｝ Kelly，　 Petra 　K ．： Um 　Hoffnung 　k 紅mpfen ．　Lamuv 　Taschenbuch 　291983 　S．18

（7｝　 Ebd ．　 S．14

  　ハ ン ス ・ヴ ェ ル ナ
ー・リ ュ トケ ，オ ラ

ー
フ

・デ ィ ネ共編，荒川宗晴他 4 名訳 r西 ド イ ツ 緑 の 党 とは 何

　 力｝』　p．374

  　ル ドル フ ・バ ーロ ，永井清彦，村山高康訳 r社会主義 の 新た な展望j 岩波現代選書，1980 原本 は Bahro ．

　 Rudolf ： Die　A ｝ternative ，　 Europ 巨ische　Verlagsanstalt　1977

ao｝ 高 田 昭彦 「草 の 根 運 動 の 現 代 的位 相 」 p．188

Ul） ハ ン ス ・ヴ ェ ル ナ ー・リュ トル ケ ，オ ラ
ー

フ
・
デ ィ ネ 共編，荒川他 4 名共訳 『西 ドイ ツ 緑 の 党 と は 何

　力〉』　　p．355

働　 リ ヒ ャ ル ト ・フ ォ ン ・ヴ ァ イ ッ ゼ ッ カー，永井清彦訳 r荒 れ 野 の 40年』 岩波 ブ ッ ク レ ッ トNa55，岩波

　 書店 ，1986

  　ピ
ー

タ
ー

・ シ ン ガ
ー
，戸 田清訳 『動物 の 権利 』 技術 と人間社 ，p，20，1986

鋤 　金子直一 「活か す もの と活か さ れ る もの 」ゲ
ー

テ 年鑑第20巻 ，関西ゲ
ーテ協会，p．238

｛IM　同上 ，　 P．224

圃 　マ ル ク ス ，岡崎次郎訳 r資本 論』第 1 巻 ，第
一

分冊 ，大月書店 ，p．312 ，1982

Q7） 同上，　 P．312
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世相風俗観察編 r現代風俗史年表』 河出書房新社　1986

槇村久子 r女たちの ヨ ーロ
ッ

パ 亅 勁草書房 1984

　 誌

「自然 の 逆襲が始ま る jNewsweek 　1987．3．5

安 立清 史 ・ 高橋徹 （編 ） 「社 会 運 動 論 関 連 年 表 」 r思 想 』 岩 波 書 店 　1985．11　   737

仲 井斌 「緑の党 一 そ の実験と危機」『世界』岩波書店　1985．11月号 よ り1986．7月号 まで の 計 8 回

r朝 日年鑑 』 朝 日新聞社　1970年版〜1975年版

『毎 日年鑑1980年別冊　 近 現代史年表亅毎 日新聞社　1980

日本婦人団体連絡会編 r婦人 の あゆみ百年亅大月書店　 1978

日 本 文芸家協会編 「海外文学 の 現況と翻訳 ・研究 ・ドイ ツ 文学」 r文芸年鑑亅

圀　洋　書

（1） 単行本

　 1　 Sperr
，
　 Monika ： Kindheit 　 und 　Jugend ．　 In ： Petra 　 Karin 　Kelly ．　 Bertelsmann 　 Verlag ，
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2
 K. Kelly, Petra : Um  Hoffnung  kainpfen.  Lamg.V  Taschenbuch  29 1983

C2} ge ge'

  1' Grune  Frauenkonferenz.'In:EmniA.  Nr. 12. 1985

     Brauth, Marita : Na6httaxis  fUr Frauen  : Erfolg oder  Falle ? . In : Emma.  Nr'. 1.1986

  2 Filter, Cornelia': Massenhaft  stUrmten  die Biel'efeiderintien die Nach{taxis'ra'r Frauen.

   In:Enima.  Nr.61986  
'
 . ''

 .

  3 Filter Cornelia:GrUne  Karrieren.  In:Emma.  Nr.  4 1987.

  4 qrtine. In:Der  Spiegel. Nr. 7 1987

  5 Verena  Krieger MdB.  In: Prinz.  Mtirz  1987

{3) ge ca

  1 Feminisimus heiBt radikale  Politik gegen  Patriarchentum. 
'In

 : Die GrUnen.  Nr. 44'
                                            '
   1985'  '

  2 Nacht-Taxi- fur Fratien, in' Mainz.  Iri :- Die  Griinen. Nr. 49 1985

  3 Ro-Ro-Rotation.  In:Die  Griinen. Nr. 10 1986 ･ ･

  4 Abgehartet. In:Die  GrUnen. Nr. 31 1986

  5 Degen,  Gerda:Fiinfzehn  Jahre  Kampf.  in:Die  Griinen. Nr.  32/33  1986

  6 WAA-Genehmig-ngsverfah;en.  In:Die  Grtinen. Nr. 37 1986 
'

                        t .                                              '
  7 Zum  Weiterdenken, zum  Weitermachen, zum  Zukunftsch6Pfen. Iri : Die GrUnen  Nr.39  1986

  8' 
'Das

 Frauenstatut. In:Die  Griinen. Nr. 41 1986 
'
 

'

  9 Schlimmste  Bernrchtungen vietden wahr.  In･: Die Gninen. Nr: 18 1987

  10 Siegfried Heim  : Wenig  Uberzeugend. In : Die Griinen Nr. 21 1987

  11 Klaus  Arnsperger:Coni  liste verdi  al  parlamentp.  In:Die  Gvifnen Nr. 22 1987

      , L .

            Versuch  Uber,die AIternativbewegung in                                               '

                 der Bundesrepublik Deutschland

                Uberblick urid  zusammenhangende  Zeittafel
                                      t t                                                  t t                                                                '

   Mein Versuch ttber die westqeutsche  Alternativbewegung kann in zwei  Hauptteile

eingeteilt werden:Uberblick  und  Zeittafel. Inperhalb des ersten  Hauptteils werden
      t t        '                      t tt
nacb  Inhalt und  From  der Bewegung  vier  Themen  unterschieden.  Zunachst wird  eine

vorltiu{ige  Definition, was  die Alternativbewegung ttberhaupt ist, versucht.  Um  ihren
            t t t
Begriff genauer  zu  definieren, habe ich die verschiedenen  Ubersetzungep des W.ortes                                              tt                                                           '
Alternativ in die japanische Sprache vorgestellt.  Die Alternative sei die andere

Bewegung  oder  setze  auf  eine  andere  GesellschaLtl statt  der gegenwartigen  oder  schaffe

eine  Gegenkzeltstr. In meiner  Ansicht  handelt es sich bei der Alternative nicht  nur  um

Widerstand und  Protest,.sondern um  Schaffen und  Bilden der Gesellschaft upd  Kultur,                              '                                            '
sowie  um  das Streben nach  Ko-existenz zwischen  Mensch und  Natur und  zwischen  deri                 '                                                 '                                                            t t.
Menschen. Auf  diesem Gesichtspunkt sttitzt  sich  meine  Arbeit.･ Ich gebe  zweitens  die  '                                                                     '
Definition der Alternative : Verwirklichung und  Entwicklung eines  Gegenplans.
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    Im  zweiten  Thema  wird  zuerst  der Grund fUr die Alternativbewegung beschrieben.

Er beschrankt sich  hauptsAchlich auf  die soziaJen  Probleme. Dann  gehe  ich auf  einen

anderen  Grund  ttber. Ich sehe  den subjektiven  AnlaP  zu  der Bewegung  unter  anderem

in der Veranderung  der Wertorientierung und  der Existenz des Leiters.

    Das  dritte Thema  dient der Erlauterung der Systeme der Bewegung, das heiPt, der

Erkltirung ihrer Prinzipien und  ihrer Tragweite, Dezentralisierung und  Basisdemo-

kratie werden  berifcksichtigt.

    Daran  anschliePend  ist vom  BewuPtsein der Teilnehner an  der Initiative im vierten

Thema  die Rede. Seln gemeinsames  Bewu6tsein  besteht m.E.  aus  (1) dem  ZugehOrig-

keitsgefiihl des Mitglieds zur  Gemeinde  und  zur  Welt, sehr  selten  zum  Staat, (2) der
Ko-existenz mit  der ganzen  Sch6pfung, (3) der Gewaltfreiheit, (4) der Deindustriali-

sierung  und  (5) dem  Feminismus, nicht  im Sinne der traditionellen Frauenbefreiungs-

theorie im  realexistierenden  Sozialismus, sondern  des Radikalfeminismus  oder  des

Marxjstischen Feminismus.

    Ich begrtinde in meiner  Arbeit die geringe Veibundenheit zum  Staat sowohl  mit  der

weltweiten  Umweltverschmutzung  heute als  auch  mit  der Kritik am  Nationalsozialis-

mus.  Bundesprasident  Richard  von  Weizsticker  hat am  8. Mai  1985 vor  den} Parlament

eine  berifhmte Rede gehalten. Er  hat sich  sehr  kritisch zum  Nationalismus getiu6ert.
"Am

 Ende  des Ersten Weltkriegs war  es  zu  Friedensvertrtigen gekommen.  Aber  ihnen

hatte die Kraft gefehlt, Frieden zu  stiften. Erneut waren  nationalistische  Leiden-

schaften  aufflammt  und  hatten sich  mit  sozialen  NotEagen verkntipft."  Der  Weg,  auf

dem  man  vom  Nationalismus einen  Abstand nimmt, soll  zum  Internationalismus und  zum

Streben nach  dem  Schutz des Okosystems  auf  der Welt fiihren. Meiner Meinung  nach

dttrfte es  heute im Atomzeitalter kein nationales  staatliches  Recht, sondern  nur  ein  Recht

tiber die Grenze des Staates hinaus geben. Wer  bei der Alternativbewegung die Vorstel-

lung ttber das  ganze  Okosystem der Welt  hegt, der mUPte  sie  in selner  Gemeinde

realisieren,  das heifit, die Idee fUr die Erde, die Praxis ftir Gemeinde.

   Bevor  ich auf  die Ko-existenz mit  der ganzen  Sch6pfung hinweise, habe ich in der

vergleichenden  Kultur zwischen  
"Ost

 und  West" das Klischee kritisiert, nach  dem  die

Ostliche Kultur friedlich und  die westliche  Lbampferisch sei. Ich tnu6 zuerst  die Ver-

treter dieser Kultur-Polarisierung darauf aufmerksam  machen,  daP  es  unwissenschaft-

lich und  gefalirlich ist, eine  ganze  Nation oder  einen  gesamten  Kulturbereich mit  einem

Begriff wie  
"ktimpferisch"

 ober  
"friedlich"

 zu  bezeichnen. Dieser banale Dualismus

veranlaSt  uns  zu  der Ignorierung der Tatsachen in der europttischen  Geistesgeschichte.
Es 

'ist
 zwar  bekannt, daP  am  Anfang  der Bibel die Natur  dem  Menschen  zur  Verfttgung

gestellt wird:  
"Dann

 sprach  Gott:Hiermit Ubergebe  ich euch  alle Pflanzen  auf  der

ganzen  Erde, die Samen  tragen  und  alle  Bnume  mit  samenhaftigen  Frttchten. Euch

sollen  sie zur  Nahrung  dienen. Allen Tieren des Feldes, allen  V6geln des Himmels  und

allem,  was  sich  auf  der Erde ragt,  was  Leben in sich.hat,  gebe  ich alle  grtinen Pflanzen

192



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

HokurikuUniversity

di F d 
i7

 Ot  -  ,tr e t  f  4  ijgfuat:na -  eeen L  wapaqX 29

                                         lt

zur  Nahrung." Aber  vor  der Bibel ist, allerdings  in der griechischen,Welt, der Pantheis-

mus  schon  gediehen, wo  Mensch  and  Natur nicht  klar geschieden  sind.  Die griechische

Mythologie ist voll  von  den Beispielen der Ko-existenz  zwischen  Mensch  und  Natur. ,Der

Pantheismus tibte auch  sptiter  auf  viele  Denker, Dichter und  KUnstler einen  gro6en

Einflufi aus. Meister Eckhard, Spinoza, Lessing, Goethe, Heine, Rilke 
'und

 Rudolf

Steiner waren  von  ihm stark  beeinflufit.

    Wenn  man  auch  immer  einige  Zeilen der Genesis in der Bibel ftir den sicheren  Beweis

fttr die "westliche
 und  kampferische" Kultur hnlt, so  kann man  doch nicht  daraus

schliePen,  daP  jeder Christ oder  die Kulturen  des Christen kampferisch  seien.  Denn  es

wirkten  und  wirken  in der europaischen  Geschichte auch  Ideen des Christen, Tier und

Pflanze vor  der Mifihandlung zu  bewahren. Man  kann  zu  den Vertretern clieser Ideen

Franz von  Assisi und  Albert Schweitzer zahlen.  In dem  Werk  Schweizers "Ehefurcht

vor  dem  Leben" stehen  die GIeichberechtigungsideen von  Mensch  und  Natur:"In

Wirklichkeit aber  handelt es sich  darum, wie  der Mensch  sich  zu  allem  Leben, in seinem

Bereich befindlichen Lebens, verhalt,  Ethisch ist er  nur,  wenn  ihm das Leben als  solches

heilig ist, das  der  Menschen  und  das aller  Kreatur."

    Zweitens mufi  ich neben  dem  Pantheismus und  dem  Christen, der die Herrschaft des

Menschen  tider die Natur  ab]ehnte,  von  der Str6mung  des Marxismuns  sprechen.  Indem

Ludwig  Feuerbach dem  Christentum die Trennung  der intimen Beziehung des Menschen

zur  Natur vorwarf,  hat er  den Animismus  und  die primitiven Religionen aufgewertet.  In

diesem alten  Glauben fand er  das Abhangikeitsgefiihl des Menschen  von  der Natur, Der

Mensch  war  auf  die Natur angewiesen,  weil  er  auch  ein  Mitglied der Natur  war.  Dieses

Zugeh6rigkeitsidee entwickelte  Karl Marx  weiter.  Ich bin gegen  die gelaufige Be-

hauptung, die westliche  Kultur sei einheitlich. Man  muP  auf  die Gemeinsamkeit  sowie

die Unterschiede RUcksicht nehmen.

   Wenn  man  drittens der Aussage der Polarisierung "West-Kampf,
 Ost-Frieden"

zustimmt,  dann dUrfte es  im 
"friedlichen

 Osten" keinen  Krieg und  keine

Umweltverschmutzung  geben. Die Umweltverschmutzung  ist nichts  anders  als  der

Angriff des Menschen  auf  die Natur. Ganz im Gegenteil ist in Japan die Luft  tiberall

verschmutzt.  Man  leidet an  Urnweltseuchen wie  der Minamata-Krankheit und  Itaiitai-

Krankheit. Die Gewasserverschmutzung ist aktuell.  Die  zunehmende  Verknappung

yerfUgbaren Grundwassers wird  durch die Rekultivierung  der Moore  und  Feuchtgebiete

bewirkt. Fische sind  durch  radioaktive  und  chemische  Stoffen verseucht.  Man  hat bis

heute innerhalb des Ostens unsagbar  viele  Kampfe  and  Kriege gefUhrt.

   Die Alternativbewegung zielt  seit  ihrem Anfang  auf  die Ko-existenz des Menschen

mit  der Natur und  mit  Menschen. Sowohl im  Westen  als  auch  im Osten gab  und  gibt es

die Vorstellung der Ko-existenz und  des "Ko-lebens",
 Man  hat bei der Alternativ-

bewegung  lediglich die schon  im Westen  entstandene  Anschauung  rezipiert  und

versucht  sie zu  entwickeln,

193



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

HokurikuUniversity

30 va N  ve U

   Im  
-zweiten

 Hauptteil

Zeittafel･ dargestellt.

habe' ich dieEreignisse in der
/t

'Alternativbewegung
 aufeiner
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